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Annex6.10 パイロット・プロジェクトシート 

(1) 農業生産性向上プログラム 

プロジェクト１． 牛耕プロジェクト 

目的 対象地域の農作業は、全て手作業で行われており、その中でも耕起は、最も重労働な
作業である。特に、雨期作の主要作物であるキャッサバを栽培するには、乾期明けの
耕起作業が必要であり、この作業において、栽培面積が制限されている。一方、畜力
を利用する牛耕は、Luozi等の本調査対象地域の近郊では行われているものの、本調査
対象地域では、実施されていない。 

本プロジェクトでは、現在の人力による耕起や作付け前準備等を牛耕により改善し、
労働生産性の向上および耕作面積の拡大を図る。また、住民による継続的な牛耕体制
の構築を図る。 

実証項目 牛耕作業グループによる組織運営 

牛耕による労働生産性の向上 

牛耕による耕作面積の拡大 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpeseでの
研修 

ｾｸﾀｰ 
職員 

2009年 3月 

- 全村を対象とした牛耕に関する研修 
- 川沿いの乾期作圃場（野菜）より、広大な
面積を必要とする雨期作圃場（食用作物）
の耕地拡大要望が多い 

2 
牛耕用機器
の作成 

Kimpe
se住人 

2009年 4～8
月 

- 鼻輪、頸木、耕耘機、畝立て機等を準備し、
順次取り付け研修を牛のトレーニング中に
実施 

3 
牛のトレー
ニング圃場
の整備 

住民 
2009年 4 月
～7月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによる内規の作成 
- 作業グループによる活動計画の作成 
- トレーニング実施対象村の選定 
- 牛耕参加者によるトレーニング圃場の整備 

4 
牛のトレー
ニング 

住民 
2009年 7 月
～8月 

- トレーニング参加者による牛の飼育 
- 飼育に関する村での課題（獣医等の確保）
の整理 

- 牛のトレーニングの実施 

5 

トレーニン
グ用地から
村への牛の
移動 

住民 2009年 9月 

- 牛耕実施に必要な牛を含めた資機材の総額
の 1 割を支払った、あるいは支払う準備の
できた村より、トレーニング用地から各村
への牛の移送を実施 

6 
PP 対象村落
での牛耕の
実施 

住民 
2009 年 11
月～ 

- 各村で飼育場所が確保 
- 作業グループ内で、飼育体制(各人の役割)
の明確 

- 雨期作用に耕起作業の開始 
- 作業グループ以外の畑地の耕起作業の実施 

実施内容 

7 PP評価会 住民 
2009 年 10
月 

- 牛耕 PPメンバーでの意見交換 
- 周辺村落からの参加者の牛耕への理解 

対象地域 Nkondoルート 

Nkenge（牛の共同トレーニング場を兼ねる）、Mawewe、Kiasungua、Nkondo Site 

Kiluekaルート 

Kinanga（牛の共同トレーニング場を兼ねる、2セット）、Ndembo、Mbanza Ndamba、
Kilueka 

（当初 Wene も対象としていたが、牛のトレーニング圃場の共同整備や共同管理に
不参加のため、対象外となった） 

実施条件 ・ 牛耕実施に必要な初期投入金額を Lukunga渓谷開発委員会へ 5年かけて返金する。 
・ 返金できない場合は、Lukunga渓谷開発委員会での協議後、牛耕セットを他村へ移

動させる。 

・ 最初に牛を村へ運ぶ前にも前払いを Lukunga 渓谷開発委員会へ支払うこととなっ
ており、牛耕用資機材購入に必要な費用総額の 1割を各グループが支払う。 
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プロジェクト１． 牛耕プロジェクト 

期待される成
果 

牛耕作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる牛耕組織の運営 

牛耕による労働生産性の向上 

・牛耕による耕起作業の実施 

牛耕による耕作面積の拡大 

・ 牛の適正な飼育 

・ 牛のトレーニング方法の習得 

・ 牛耕用の機器 

・ 牛耕実施時期 

・ 牛耕による耕起作業の実施 

本 PP の結果
と評価 

牛耕作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則等を明確
にした。 

- 作業グループ員以外の畑地の労賃を得て耕作するシステムを検討した。 

- 耕起作業以外の期間中に、牛車として収穫物の運搬作業を実施した。 

- 作業日誌、資機材および労賃に関する出納簿が作成された。 

- グループ構成員による運営に関する話し合いが行われた。 
 
・ 作業グループの規約作成 

- PP 評価会アンケート結果によると、Kiasungua と Ndembo には、規約記載事項
を理解していない人がいたが、他の村では牛耕 PP メンバーのアンケート回答
者全てが理解していた。 

- 同アンケート結果によると、規約作成のために 1～3回のミーティングが開催さ
れた。規約の中には、「餌や水遣りのローテーション」「労働時間」「5 ヵ年
で返金する詳細計画」等について記載している。 

- 同アンケート結果によると、どの村でも月約 2 回ミーティングが開催されてい
る。Mbanza Ndambaでは月約 4回のミーティングが開催されている。ミーティ
ングでは、「初期デポジット支払いに向けた資金収集方法」「コミュニティ圃
場での活動」等について話し合っている。 

 
表 規約作成に要したミーティング回数 

ルート Kilueka ルート Nkondo ルート 

村 
Ndemb

o 

Kinang

a 

Mbanz

a 

Ndamb

a 

Kiluek

a 

Nkeng

e 

Mawe

we 

Kiasung

ua 

Nkond

o Site 

規約作成に要した 
ミーティング回数 

2回 2回 2回 1回 1回 1回 2-3回 3回 

月平均 
ミーティング回数 

1-2回 2回 4回 2回 2回 2回 1-2回 2回 

出所：PP評価会アンケート結果 

・ 作業グループによる牛耕組織の運営 

- PP 評価会アンケート回答者の内、1 人の無回答を除く全員（30 人）が牛耕 PP

グループに参加し、満足していると回答している。 

- PP 評価会アンケート結果によると、牛耕 PP に要した費用を 5 年かけて全額返
金するシステムについて、「良い」と回答した人が 68％（21人）、「妥当」と
回答した人が 29％（9人）、無回答が 3%（1人）で、システムの妥当性が確認
された。 

 
牛耕による耕作面積の拡大 

・ 牛の適正な飼育 

- 牛耕グループにより牛を飼うスペースを確保した。 



コンゴ民主共和国バ・コンゴ州カタラクト県コミュニティ再生支援調査 

   ファイナル・レポート 

 

Annex 6 - 10 - 3  

プロジェクト１． 牛耕プロジェクト 

- 飼育方法を取得し、飼料、水を適切に牛に与えた。 

- 飼料用の作物を栽培した。 

- PP 評価会アンケート回答者 31 人の内、牛の飼育方法を「マスターした」と回
答した人は 25人（80.6％）、「一部マスターした」と回答した人は 3人（9.7％）、
「まだ 1人では飼育をできない」と回答した人が 3人（9.7％）いた。 

 
・ 牛のトレーニング方法の習得 

- 牛のトレーニングに参加し、飼育方法を習得した。 

- 牛のトレーニング方法を習得した。 

- 牛のトレーニングは、Kilueka ルートでは Kinanga、Nkondo ルートでは Nkenge

で実施した。各ルート沿いの牛耕 PP メンバーは、毎朝 07:00～12:00 の牛のト
レーニングに 7～8月の 2ヶ月間毎日参加した。 

- 2ヶ月間の現場での牛耕トレーニング直後のアンケート結果（回答者 23人）に
よると、牛耕研修内容について、全員が「良かった」と回答し、「妥当だった」
あるいは「悪かった」との回答はなかった。 

- 同アンケート結果（回答者 23人）によると、牛耕研修講師について、「良かっ
た」と回答した人が 91.3％（21人）、「妥当だった」と回答した人が 8.7％（2

人）で、「悪かった」との回答はなかった。 

- 同アンケート結果によると、2 ヶ月間のトレーニング期間について、「最適だ
った」と回答した人が 52.2％（12人）、「妥当だった」と回答した人が 39.1％
（9人）で、「短かった」と回答した人が 8.7％（2人）だった。 

- 同アンケート結果によると、牛の飼育方法について、全員が「よく理解した」
と回答した。 

- 同アンケート結果によると、牛耕の実施方法について、「よく理解した」と回
答した人が 91.3％（21人）、「まあ理解した」と回答した人が 8.7％（2人）で、
「理解しなかった」と回答した人はいなかった。 

- 同アンケート結果によると、2 ヶ月間の牛耕トレーニング全般について、「満
足した」と回答した人が 95.7％（22人）、「まあ満足した」と回答した人が 4.3％
（1人）で、「満足しなかった」と回答した人はいなかった。 

 
・ 牛耕用の機器 

- Nkondoルート先の Luoziおよび Kinsaku周辺で牛を調達した。 

- 牛は Ndama種で 1対あたり 1,000US$だった。 

- 牛の移送費として 1対あたり約 200US$要した。 

- 牛耕用の機器として、「鼻輪、約 5US$」「頚木、約 40US$」「耕耘機、約 50US$」
「畝立て機、約 50US$」が必要である。 

- これらの機器作成用の鉄棒や鉄板等の材料は、キンシャサで入手可能である。
作成は Kimpeseで可能である。 

- 耕耘機および畝立て機作成技術者は Luozi に住んでいたが、2009 年後半より
Kimpeseに在住している。 

- 全ての機器が同時に必要ではない。耕耘機と畝立て機は、いずれかが各村に入
っており、周辺村落と交代で利用している。 

- 牛用の薬として最低限必要なものを投与した。１頭あたり約 33US$要した。こ
の他、資金に余裕があるのであれば、ビタミン K等も投与するのが望ましい。 

表 牛 18 頭のトレーニング期間中に投与した薬 
 薬品 量 合計金額 

Oxytétracycline 4 flacons de 100 cc 20 US$ 
抗生物質 

Penistreptomucine 4 flacons de 100 cc 40 US$ 

ビタミン剤 Vitamine ABC 4 flacons de 100 cc 30 US$ 

Levamisole 4 flacons de 100 cc 30 US$ 
虫下し 

Negivon 4 Kg 260 US$ 

鉄分 Ducrofer 4 flacons de 100 cc 100 US$ 

Septiplaie 4 flacons de 100 cc 60 US$ 
消毒液 

Asuntol  4 Kg (poudre ou liquide) 50 US$ 
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プロジェクト１． 牛耕プロジェクト 

合計 590 US$ 

 

・ 牛耕実施時期 

- 2009年は雨期の開始が遅く、10月末になっても数回しか雨が降らなかった。牛
耕は雨期の開始を待ち、土壌が柔らかくなってから実施可能である。11月の雨
を待ち、牛耕の稼動開始は 12月頃である。 

- 当面は、雨期作用地の耕起としての牛耕を予定している。その後、未利用地の
牛耕による開拓を予定している。 

- 牛耕用の牛は、耕耘のための利用、未利用地の開拓のための利用の他、大量の
農産物の運搬のためにも利用できる。牛耕用の牛の各村への投入が、2 ヶ月間
の牛のトレーニング後の 9-10月で、乾季作末のタマネギ収穫期に相当した。し
たがって、Kimpese へのタマネギの運搬用として牛耕用の牛を利用する村も見
られた。 

 
・ 牛耕による耕起作業の実施 

- 牛耕の実施により、いずれは耕作面積を拡大させたいとの意向が確認された。 

- 牛耕開始直後は、耕作面積を急激には拡大せず、労力の軽減を目指したい方向
が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 牛のトレーニングには 2 ヶ月を要し、各作業グループより 3 名以上が本トレーニ
ングに参加することにより、トレーニング内容の講師から住民への技術移転が図
られる。 

・ 牛耕の可能耕作面積は約 0.225ha／日と推察された。 

・ 雨期期間中の 12月から 3月までの 4ヶ月が、牛耕の稼動期間であると推察された。 
・ 運営維持管理費として、牛耕に必要な 1 対の牛および鋤等の代金として約

1,680US$必要である。 

・ 牛耕マニュアルを作成した（Annex参照）。 

 

プロジェクト２． 土づくり・土壌改善プロジェクト 

目的 森林伐採の進行、焼畑農業の実施、土壌養分収奪性の高い農産物の経年生産等により、
農地の土壌が劣化傾向にある。 

本プロジェクトでは、土づくり、土壌改善の必要性や重要性を人々が理解するのを促
進すると共に、土づくりのための活動を広げる。 

図 牛耕による耕地面積の拡大 
出所：PP評価会アンケートの有効回答より編集 

注：2008年と 2009年の一方しか耕地面積の出ていないものや明らかに非現実的な数値は除外した。 
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プロジェクト２． 土づくり・土壌改善プロジェクト 

実証項目 有機物から作成する土壌改良材への理解（動物糞尿、コンポストの利用） 

 

 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 Kimpeseでの研修 
Agrisudの 
ｱﾆﾒｰﾀｰ 

2009年 2月 
- コンポストの紹介および作成
方法に関する研修、各村に一
冊テキストを供与 

2 
コミュニティ圃場
準備 

住民 
2009 年 4 月
～5月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによる規約作成 
- コミュニティ圃場の選定 
- 必要農業用資機材の調達 

3 
コミュニティ圃場
でのコンポスト・土
壌保全研修 

Agrisudの 
ｱﾆﾒｰﾀｰ／ 

住民 

2009 年 4 月
～10月 

- コンポストの作成およびコミ
ュニティ圃場での活用 

- 土壌方法のコミュニティ圃場
での適用 

実施内容 

4 PP評価会 住民 2009年 10月 

- コンポストを実際に自分たち
の圃場で利用してみての感
想、自分なりの改善点等につ
いて、意見を出し合い、更に
改良する方法を検討 

対象地域 全村 

「3. 新品種導入 PP」「14-1. 家計簿 PP」と共に実施した。 

ただし、Mawewe は乾季作の野菜栽培をするだけの水量を確保できないため、実施し
なかった。 

実施条件 ・ 収益の一部を村開発委員会、Lukunga渓谷開発委員会へ還元する。 

・ 村の活動資金および Lukunga 渓谷開発委員会の活動資金は、道路、学校、診療所
等対象地域に存在する公共施設の維持管理に利用されるようなシステムを設け
る。 

期待される成
果 

有機物から作成する土壌改良材への理解 

・ 圃場準備 

コンポストの作成 

・ コンポスト作成研修の実施 

・ 完熟コンポストの確認 

・ 土壌保全 

本 PP の結果
と評価 

有機物から作成する土壌改良材への理解 

・ 圃場準備 

- コミュニティ圃場実施対象者 400 人だが、周辺住民を含め、442 人が「圃場準
備および高床苗床の整備研修」に参加した。 

 

コンポストの作成 

・ コンポスト作成研修の実施 

- コンポスト作成方法の研修を実施した。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400人で、この内の 66.8％の 267人が「コンポス
ト作成研修」に参加した。 

- 対象地域で入手可能な資機材を収集した。 

- コンポストの材料として、「ブタ」「ヤギ」「ニワトリ」等の糞を利用した。 

- 作成方法、効果を理解し、住民がコンポストを作成使用した。 

- コンポストは複数の材料を複数層に分けて入れ、適宜切り返しをして、発酵さ
せていく事を住民が理解した。材料を投入する場として、1m x 1m x 1mの木枠
を準備する。その中に複数層として、25cm分の葉等の乾燥物、10～15cm分の
糞等の湿潤物、5cm分の土、0.5cm分の石灰等の発酵促進剤を交互に投入する。 

 
・ 完熟コンポストの確認 

- コンポスト作成後 40～50 日経過すると、発酵が完了し、施肥可能となること
を住民が理解した。 

- 完熟コンポストの見分け方として、「濃い茶色であること」「発熱していない
こと」「臭いがないこと」「ミミズやアオムシ等が中にいること」「中にまぎ
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プロジェクト２． 土づくり・土壌改善プロジェクト 

れた種子が発芽していること」等があることを住民が理解した。 

- PP評価会アンケート結果（回答者 71人）によると、「コンポストと肥料の利
用研修」の理解について、「よく理解できた」と回答した人は 84.5％（60人）、
「理解できた」と回答した人は 15.5％（11人）、「理解できなかった」あるい
は「参加しなかった」との回答はなかった。 

 
・ 土壌保全 

- コミュニティ圃場実施対象者 400人で、この内の 93.0％の 372人が「コンポス
ト作成研修」に参加した。 

- 基肥としては、コンポストを約 50ton/ha投入することが望ましいことを住民が
理解した。 

- 追肥の時期は作目により異なることを住民が理解した。ジャガイモ、ズッキー
ニ、キュウリ、トマト等は「発芽後 15～20 日後」、ナス、オクラ、トウガラ
シ、スイカ、メイズ、メロン、ピーマン等は「発芽後 20～30日後」、レタス、
キャペツ、ホウレンソウ、ダイコン等は「発芽後 30～45 日後」、ニンジン、
ラディッシュ、ニンニク、タマネギ、セロリ等は「発芽後 45～60 日後」が望
ましい。 

 
表 村別のテーマ別土づくり・土壌改善研修参加者と参加率 

圃場準備および高
床苗床の整備研修 

Preparation de 
Terrain et Confection 

de Planches 

コンポスト 
Compostages 

土壌保全 
Gestion de la 
Fertilite du Sol 

ルート 村 

コミュ
ニティ
圃場対
象者 

参加者 参加率 参加者 参加率 参加者 参加率 

Kimuana 16 13 81.3% 8 50.0% 14 87.5% 

Ndembo 20 14 70.0% 17 85.0% 18 90.0% 

Wene 23 37 160.9% 13 56.5% 15 65.2% 

Ndunguidi 5 5 100.0% 3 60.0% 6 120.0% 

Nkondo 24 26 108.3% 15 62.5% 25 104.2% 

Kinanga 20 23 115.0% 10 50.0% 16 80.0% 

Kisiama 20 18 90.0% 10 50.0% 15 75.0% 

Mbanza Ndamba 24 41 170.8% 14 58.3% 43 179.2% 

Kilueka 27 55 203.7% 34 125.9% 36 133.3% 

Kilueka Site 20 25 125.0% 9 45.0% 20 100.0% 

Kilueka 
ルート 

小計小計小計小計 199 257 129.1% 133 66.8% 208 104.5% 

Malanga Gare 20 15 75.0% 9 45.0% 14 70.0% 

Malanga Cité 20 11 55.0% 9 45.0% 18 90.0% 

Zamba 20 18 90.0% 11 55.0% 18 90.0% 

Nkumba 20 24 120.0% 11 55.0% 21 105.0% 

Nkenge 20 20 100.0% 15 75.0% 20 100.0% 

Kiasungua 21 22 104.8% 15 71.4% 21 100.0% 

Lusasa 20 18 90.0% 14 70.0% 13 65.0% 

Kimpalukidi 20 20 100.0% 14 70.0% 10 50.0% 

Mpete 20 19 95.0% 19 95.0% 16 80.0% 

Nkondo Site 20 18 90.0% 17 85.0% 13 65.0% 

Nkondo 
ルート 

小計小計小計小計 201 185 92.0% 134 66.7% 164 81.6% 

合計合計合計合計 400 442 110.5% 267 66.8% 372 93.0% 

注：一部参加率が 100％を超えているのは、コミュニティ圃場対象者以外の村人も参
加したためである。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ コンポストの材料としてブタ、ヤギ、ニワトリ等の家畜の糞が利用できる。 

・ コンポストは基肥としての利用の他、追肥としても利用可能である。 

・ コンポスト研修では、目的、材料、作成方法、完熟具合の確認方法等を含める必
要がある。 

・ コミュニティ圃場の管理には 10人/10aは必要である。 
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プロジェクト３． 新品種導入プロジェクト 

目的 対象地域では、乾期に小河川を水源とした野菜栽培が行われ、主にタマネギが換金作
物として栽培されている。野菜栽培は、乾期における主な収入源にもかかわらず、栽
培技術が低いこと、作期が同じため収穫時には値崩れを起こすこと、また十分な農業
用資機材を適切な時期に投入できないこと等、課題が多い。 

本プロジェクトでは、これらを改善するために、コミュニティ圃場を設け、当圃場に
おいて栽培技術の研修（育苗、マルチ、栽培野菜の多様化、等）を行う。 

実証項目 コミュニティ圃場における野菜栽培研修による技術力向上での生産量の拡大および
安定化 

野菜栽培品種の多様化 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での研
修 

Agrisud のア
ニメーター 

2009年 3月 - 主に野菜栽培に関する研修 

2 
コミュニティ圃
場準備 

住民 
2009年 4月
～5月 

- 作業グループの結成 

- 作業グループによる規約作成 

- コミュニティ圃場の選定 

- 必要農業用資機材の調達 

3 

コミュニティ圃
場での栽培技術
研修 

Agrisud のア
ニメーター
／住民 

2009年 4月
～10月 

- 播種方法の研修 

- 高床苗床の利用方法についての
研修 

- サトウキビの搾りかす等を利用
したマルチへの移植方法の研修 

- 殺虫剤や除草剤を利用した農産
物保護研修 

- 除草等の栽培管理研修 

4 
個人の圃場での
研修内容の実践 

住民 
2009 年 4 月
～10月 

- コミュニティ圃場での研修事項
を、各人の畑地で実施 

実施内容 

5 PP評価会 住民 
2009 年 10

月 

- 習得した野菜技術を実際に自分
たちの圃場で利用してみての感
想、自分なりの改善点等につい
て、意見を出し合い、更に改良す
る方法を検討 

対象地域 全村 

「2. 土づくり・土壌改善 PP」「14-1. 家計簿 PP」と共に実施した。 

ただし、Mawewe は乾季作の野菜栽培をするだけの水量を確保できないため、実施し
なかった。 

実施条件 ・ 収益の一部を村開発委員会、Lukunga渓谷開発委員会へ還元する。 

・ 村の活動資金および Lukunga 渓谷開発委員会の活動資金は、道路、学校、診療所
等対象地域に存在する公共施設の維持管理に利用されるようなシステムを設け
る。 

期待される成
果 

コミュニティ圃場グループの組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

コミュニティ圃場グループによる圃場準備 

・ 圃場の栽培準備と整備 

野菜栽培グループによるコミュニティ圃場の運営 

・ 種子の選定 

・ 高床苗床の整備 

・ 苗の育成およびサトウキビ残渣利用によるマルチング 

・ 殺虫剤や除草剤の利用 

・ コミュニティ圃場での農産物の収穫 

本 PP の結果
と評価 

コミュニティ圃場グループの組織運営 

・ 作業グループの結成 

- PP 評価会アンケート結果によると、「コミュニティ圃場（本 PP の場合 20a）
を運営するのに適正な人数」は、Nkondo ルートでは平均 18.6 人、Kilueka ル
ートでは平均 26.4人、全体平均では 26.6人となった。 
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プロジェクト３． 新品種導入プロジェクト 

- 本 PP では、20aを 20人で管理するような設定となっていたが、ほぼ適正人数
だったと推察される。 

表 コミュニティ圃場の運営に適正と考える人数 
適正人数 

ルート 村 
平均値 最低値 最高値 

回答数 

Kimwana 27.4人 20人 33人 19回答 
Ndembo 20人 20人 20人 1回答 
Wene 33.8人 30人 45人 4回答 

Ndunguidi 15人 15人 15人 2回答 
Nkondo 50人 50人 50人 2回答 
Kinanga 20人 20人 20人 3回答 
Kisiama 20人 20人 20人 2回答 

Mbanza Ndamba 18.3人 10人 25人 3回答 
Kilueka 20人 20人 20人 3回答 

Kilueka Site 20人 20人 20人 2回答 

Kilueka 
ルート 

小計小計小計小計 26.4 人人人人 10 人人人人 50 人人人人 41 回答回答回答回答 

Malanga Gare 20人 20人 20人 2回答 
Malanga Cité 12.7人 8人 20人 3回答 
Zamba 1 18.8人 15人 20人 4回答 
Nkumba - - - - 
Nkenge 16.7人 10人 20人 3回答 
Mawewe - - - - 
Kiasungua 20人 20人 20人 5回答 
Lusasa 19人 17人 20人 3回答 

Kimpalukidi 20人 20人 20人 3回答 
Mpete 20人 20人 20人 3回答 

Nkondo Site 20人 20人 20人 3回答 

Nkondo 
ルート 

小計小計小計小計 18.6 人人人人 8 人人人人 20 人人人人 29 回答回答回答回答 

合計合計合計合計 26.6 人人人人 8 人人人人 50 人人人人 70 回答回答回答回答 

注：村名の不明な 1回答は、本集計から除外した。 
 

- PP 評価会アンケート結果によると、コミュニティ圃場の利益を Lukunga 渓谷
開発委員会へ還元するシステムを「知っている人」は 97.2％（69人）で、「知
らない人」は 2.8％（2人）だった。 

- また、このシステムを「良い」と考えている人は 80.3％（57人）で、「妥当」
と考えている人は 19.7％（14人）だった。 

 

・ 作業グループの規約作成 

- PP評価会アンケート回答者によると、平均 2.6回のミーティングで規約が作成
されている。 

- PP評価会アンケート回答者によると、月平均 2.8回のミーティングが開催され
ている。 

- ミーティングでは、コミュニティ圃場メンバーの役割、時間遵守等について、
メンバー内で再確認するとともに、圃場整備時期、作業時期、収穫時期の調整
等を行っている。 

 
コミュニティ圃場グループによる圃場準備 

・ 圃場の栽培準備と整備 

- コミュニティ圃場が設定された 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 71人）によると、「圃場の栽培準備方
法の研修」の理解について、「よく理解できた」と回答した人は 74.6％（53

人）、「理解できた」と回答した人は 23.9％（17人）、「理解できなかった」
あるいは「参加しなかった」との回答はなく、「無回答」が 1.4％（1人）だっ
た。 
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プロジェクト３． 新品種導入プロジェクト 

 

表 村別のコミュニティ圃場面積 

ルート 村 
タマネギ栽培
面積（m2） 

他品種栽培面積
（m2） 

合計栽培面積 
（m2） 

Kimuana 260 300 560 

Ndembo 0 0 0 

Wene 470 20 490 

Ndunguidi 110 10 120 

Nkondo 350 295 645 

Kinanga 490 50 540 

Kisiama 436 100 536 

Mbanza Ndamba 455 115 570 

Kilueka 455 130 585 

Kilueka Site 800 405 1,205 

Kilueka 
ルート 

小計小計小計小計 3,826 1,425 5,251 

Malanga Gare 0 430 430 

Malanga Cité 160 505 665 

Zamba 265 1,210 1,475 

Nkumba 280 920 1,200 

Nkenge 420 935 1,355 

Kiasungua 320 1,480 1,800 

Lusasa 125 630 755 

Kimpalukidi 520 520 1,040 

Mpete 640 700 1,340 

Nkondo Site 500 960 1,460 

Nkondo 
ルート 

小計小計小計小計 3,230 8,290 11,520 

合計合計合計合計 7,056 9,715 16,771 
 
野菜栽培グループによるコミュニティ圃場の運営 

・ 種子の選定 

- コミュニティ圃場において、タマネギ以外にキュウリ、ズッキーニ、カボチャ、
スイカ等が栽培された。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400 人だが、周辺住民を含め、417 人が「播種研
修」に参加した。 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 71人）によると、「苗作成と播種の研
修」の理解について、「よく理解できた」と回答した人は 85.9％（61人）、「理
解できた」と回答した人は 12.7％（9 人）、「理解できなかった」との回答は
なく、「参加しなかった」と回答した人は 1.4%（1人）だった。 

 

・ 高床苗床の整備 

- タマネギの促成栽培のための高床苗床が整備された。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400 人だが、周辺住民を含め、442 人が「圃場準
備および高床苗床の整備研修」に参加した。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400 人だが、周辺住民を含め、524 人が「高床苗
床への苗作成研修」に参加した。 

 
・ 苗の育成とサトウキビ残渣利用によるマルチング 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 71人）によると、「マルチへの移植の
研修」の理解について、「よく理解できた」と回答した人は 83.1％（59人）、
「理解できた」と回答した人は 12.7％（9 人）、「理解できなかった」との回
答はなく、「参加しなかった」と回答した人は 2.8％（2 人）、「無回答」が
1.4％（1人）だった。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400人で、この内の 80.5％の 322人が「マルチへ
の移植研修」に参加した。 
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プロジェクト３． 新品種導入プロジェクト 
 

表 村別のテーマ別新品種導入研修参加者と参加率 

播種研修 
高床苗床への 
苗作成研修 

マルチへの 
移植研修 

ルート 村 

コミュ
ニティ
圃場対
象者 

参加者 参加率 参加者 参加率 参加者 参加率 

Kimuana 16 13 81.3% 13 81.3% 11 68.8% 

Ndembo 20 14 70.0% 19 95.0% 14 70.0% 

Wene 23 37 160.9% 37 160.9% 15 65.2% 

Ndunguidi 5 5 100.0% 4 80.0% 5 100.0% 

Nkondo 24 26 108.3% 26 108.3% 17 70.8% 

Kinanga 20 23 115.0% 11 55.0% 11 55.0% 

Kisiama 20 18 90.0% 17 85.0% 13 65.0% 

Mbanza Ndamba 24 41 170.8% 57 237.5% 16 66.7% 
Kilueka 27 55 203.7% 62 229.6% 34 125.9% 

Kilueka Site 20 21 105.0% 92 460.0% 22 110.0% 

Kilueka 
ルート 

小計小計小計小計 199 253 127.1% 338 169.8% 158 79.4% 

Malanga Gare 20 11 55.0% 15 75.0% 18 90.0% 
Malanga Cité 20 11 55.0% 11 55.0% 8 40.0% 

Zamba 20 18 90.0% 19 95.0% 17 85.0% 

Nkumba 20 21 105.0% 24 120.0% 20 100.0% 

Nkenge 20 20 100.0% 20 100.0% 20 100.0% 

Kiasungua 21 8 38.1% 22 104.8% 20 95.2% 

Lusasa 20 17 85.0% 18 90.0% 11 55.0% 

Kimpalukidi 20 20 100.0% 20 100.0% 19 95.0% 

Mpete 20 20 100.0% 19 95.0% 17 85.0% 

Nkondo Site 20 18 90.0% 18 90.0% 14 70.0% 

Nkondo 
ルート 

小計小計小計小計 201 164 81.6% 186 92.5% 164 81.6% 

合計合計合計合計 400 417 104.3% 524 131.0% 322 80.5% 

注：一部参加率が 100％を超えているのは、コミュニティ圃場対象者以外の村人も参
加したためである。 
 
・ 殺虫剤や除草剤の利用 

- 殺虫剤や除草剤に関する研修を実施した。 

- 自然殺虫剤の材料として、「キク（Chromolaena Odorata）」「タバコ（Nicotiana 

tabacum）」「フブキバナ（Tetradenia riparia）」「チトニア（Tithonia）」「シ
ンゴチョウ（Sesbania grandiflora）」「ギンネム（Leucaena leucocephala）」「ア
カシア（Cassia siameaor spectabilis）」を使用した。 

- 化学殺虫剤を使用する際は、「子供の口に入らないようにする」「吸わない」
「飲まない」「食べない」「使用前後は十分に手洗いをする」等の留意が必要
であることを住民が理解した。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400人で、この内の 90.3％の 361人が「殺虫剤や
除草剤を利用した農産物保護研修」に参加した。 

- コミュニティ圃場実施対象者 400人で、この内の 74.0％の 296人が「除草等の
栽培管理研修」に参加した。 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 71人）によると、「殺虫剤や除草剤の
利用研修」の理解について、「よく理解できた」と回答した人は 85.9％（61

人）、「理解できた」と回答した人は 11.3％（8 人）、「理解できなかった」
と回答した人は 1.4％（1 人）、「参加しなかった」と回答した人は 1.4％（1

人）だった。 

表 村別のテーマ別殺虫・除草研修参加者と参加率 
殺虫剤や除草剤を利用
した農産物保護研修 

除草等の栽培管理
研修 ルート 村 

コミュニテ
ィ圃場対象

者 参加者 参加率 参加者 参加率 

Kilueka 
ルート 

Kimuana 16 14 87.5% 14 87.5% 
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プロジェクト３． 新品種導入プロジェクト 
Ndembo 20 16 80.0% 16 80.0% 

Wene 23 10 43.5% 10 43.5% 

Ndunguidi 5 5 100.0% 5 100.0% 

Nkondo 24 9 37.5% 19 79.2% 

Kinanga 20 13 65.0% 13 65.0% 

Kisiama 20 14 70.0% 10 50.0% 

Mbanza Ndamba 24 63 262.5% 12 50.0% 

Kilueka 27 28 103.7% 16 59.3% 

Kilueka Site 20 20 100.0% 15 75.0% 

ルート 

小計 199 192 96.5% 130 65.3% 

Malanga Gare 20 18 90.0% 14 70.0% 

Malanga Cité 20 11 55.0% 14 70.0% 

Zamba 20 18 90.0% 18 90.0% 

Nkumba 20 20 100.0% 20 100.0% 

Nkenge 20 20 100.0% 18 90.0% 

Kiasungua 21 11 52.4% 11 52.4% 

Lusasa 20 16 80.0% 16 80.0% 

Kimpalukidi 20 17 85.0% 17 85.0% 

Mpete 20 20 100.0% 20 100.0% 

Nkondo Site 20 18 90.0% 18 90.0% 

Nkondo 
ルート 

小計小計小計小計 201 169 84.1% 166 82.6% 

合計合計合計合計 400 361 90.3% 296 74.0% 

注：一部参加率が 100％を超えているのは、コミュニティ圃場対象者以外の村人も参
加したためである。 
 

・ コミュニティ圃場での農産物の収穫 

- 多くのコミュニティ圃場で 9月頃より収穫が始まった。 

- Kimwanaでは 20m2のコミュニティ圃場で 175.1kgのタマネギが収穫できた。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 乾期作の野菜栽培として、タマネギ以外にキュウリ、ズッキーニ、カボチャ、ス
イカ等が可能である。 

・ 野菜類の新品種を導入した場合は、販売場所や販売方法等のマーケティングを含
めた検討が必要である。 

・ コミュニティ圃場の管理には 10人/10aは必要である。 

 
プロジェクト４． 稲作振興プロジェクト 

目的 本地域の年間平均降水量は、1,600mm/年を越えており、イネ栽培を実施するだけの十
分な降水量を有している。また、小河川沿いの低平地で降雨に伴う河川水位の上昇に
より一時的に冠水する地域は、雨期期間中は耕作地として利用されていない。 

一方、聞き取り調査結果*では、コメの需要がかなり高いことが確認されているものの、
対象地域では水稲栽培は実施されていない。 

現在、雨期には活用されていない山地低平地は、比較的肥沃度も高く、また、上述の
ように降水量からは天水での稲作栽培も可能である。 

本プロジェクトでは、水稲栽培による雨期の未利用地を集約的に活用する可能性を検
証し、継続的な実施を図る。 

実証項目 稲作作業グループの共同作業 

用水が確保できる地域での稲作栽培の可能性 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
稲作ポテンシャ
ルの整理 

調査団 2009年 2月 
- 調査団によるポテンシャルの確認
（対象地域、種子の入手先など） 

2 Kimpeseでの研修 
INERA 技
術者 

2009年 3月 
- バ・コンゴ州での水稲の実施状況、
水稲実施方法、実施の際の留意点を
紹介 

3 水田整備 
INERA 技
術者／住
民 

2009 年 4 月
～ 

- 作業グループの結成 
- 水田圃の選定 
- 用水路を含む造成作業の実施 

実施内容 

4 
稲作研修の実施 INERA技 2009 年 3 月 - INERAの技術者が Kimwanaで生活
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プロジェクト４． 稲作振興プロジェクト 

育苗に関する研修 

移植に関する研修 
栄養生長期の栽培
研修 

収穫に関する研修 

収穫後処理に関す
る研修 

術者／住
民 

～ し、住民と共に活動 
- 育苗期（発芽～田植え）における育苗
の実施 

- 田植えの実施 
- 分げつ期（田植え～幼穂分化）、幼穂
形成期（幼穂分化～出穂）、登熟期（出
穂～収穫）の栽培管理・水管理 

- 収穫 

5 PP評価会 住民 
2009 年 10
月 

- 水田整備に始まり、初めて水稲栽培
を実施した感想、苦労点、改善点等
について意見交換を実施 

対象地域 Kiluekaルートの Kimwana 

（Kimwanaは、乾期でも水量を十分に確保できる水源と立地条件を有し、PP優先順位
でも 1位に挙げられ、住民の高い関心が確認できた。） 

実施条件 ・ 投入量に等しい種籾を Lukunga渓谷開発委員会へ返還する。 

期待される成
果 

稲作作業グループによる共同作業 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ グループ人数の変遷 

・ 作業グループの運営 

用水が確保できる地域での稲作栽培実施 

・ 水稲栽培可能圃場の選定 

・ 水田としての水路を含む造成作業 

水稲栽培の実施 

・ 育苗、田植え、水管理の実施 

・ 稲作活動時間 

・ 収穫 

本 PP の結果
と評価 

稲作作業グループによる共同作業 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 
 
・ 作業グループの規約作成 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

- 月約 3回ミーティングが開かれており、議題としては活動時間や活動日の調整、
収穫日、収穫物の分配方法等があげられている。 

 
・ グループ人数の変遷 

- 稲作を実施する組織のメンバーとして最適な数は、26～40人との回答があり、
22回答の平均では 29.7人となった。 

- 稲作 PPは当初 18人のグループで設立されたが、草刈り等の作業が開始された
後、稲作 PP に関心を示しだした住民もグループメンバーに追加され、5月時点
では 28人のグループとなった。 

- 新規に加わったメンバーは女性のみである。男性の中には興味を示す人がいる
ものの、遠巻きに見学している人が多い。 

- その後、グループメンバーは 30人になった。 

- 9-10月のタマネギの収穫最盛期に伴い、4人が脱退し、収穫期には 24人のグル
ープとなった。 

 

・ 作業グループの運営 

- 稲作 PPでは、SIPI種子 1袋、Jasmine種子 1袋を投入しており、PP終了後は、
同量を返納する事となっている。この制度をアンケートに回答した 22 人全員
が理解していたが、この制度を良いと考えるのは 16人（72.7％）、良くないと
考える人は 6人（27.3％）いた。 

- アンケートに回答した 22 人全員が、今後も継続して稲作を実施したいと回答
している。 
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プロジェクト４． 稲作振興プロジェクト 

 

用水が確保できる地域での稲作栽培実施 

・ 水稲栽培可能圃場の選定 

- Kiluekaルートの Kimwana は、湧水が確保でき、地域住民の要望も高かった。 

・ 水田としての水路を含む造成作業 

- 水路の堰上げおよび圃場の整備に時間を要した。 

- 本対象地域は玉ねぎ栽培に利用されてきた地域で、圃場内の雑草を根こそぎ抜
いたり、圃場を均平に整備したり、水を引いて湛水したり等の作業を実施する
のは、今回が始めてである。したがって、不慣れな住民も多いが、INERAの技
術者の指導の下、作業を進めた。 

- 10枚の圃場が整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 Kimwana の水田整備状況 

水稲栽培の実施 

・ 育苗、田植え、水管理の実施 

- 2009年 5月 9日に Sipi種を、5月 28日および 30日に Jasmine種を播種した。 
 
・ 用水が確保できる地域での稲作栽培実施 

- 作業グループによる水稲栽培可能地が選定された。 

- 苗畑および水田の造成作業が実施された。 

- 育苗、田植え、水管理が実施された。 
 
・ 稲作活動時間 

- 稲作活動は、1週間に 3日、時間 07：00～13：00である。 

第 1圃場 

移植：6月 8日 

収穫：9月 25日 

第 5圃場 

移植：6月 29日 

収穫：10月 5日 

第 2圃場 

移植：6月 10日 

収穫：9月 28日 

第 9圃場 

苗床圃場 

播種(Sipi): 5月 11日 

播種(Jasmine): 5月 29日 

移植：8月 28日 

収穫：未 

第 3圃場 

移植：6月 16日 

収穫：9月 29日 

第 4圃場 

移植：6月 22日,25日 

収穫：10月 1日 

 

第 6圃場 

移植：7月 23日 

収穫：10月 26日 

第 10圃場 

移植：9月 3日 

収穫：未 

第 7圃場 

移植：7月 3日 

収穫：10月 22日 

コミュニティ圃場 

 

新規水田予定地１ 

8-3     8-4 

8-2     8-5 

8-1     8-6（未） 

未利用地 

新規水田予定地２ 

未利用地 

新規水田予定地 3 

第 8圃場（6区画） 

移植：8月 4日 

収穫：10月 28日 
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プロジェクト４． 稲作振興プロジェクト 

- 野菜栽培活動時間との調整が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・ 収穫 

- 穂刈りをしている。 

- Sipi種は平均約 5.41ton/ha、Jasmine種は平均約 2.89ton/haの収量があった。 
 

表 圃場別のコメ収量 

収量（ton/ha） 

圃場 品種 移植日 収穫日 収穫直後 

（乾燥前） 
調整後 

第 1圃場 Sipi 6月 8日 9月 25日 記録せず 記録せず 

第 2圃場 Sipi 6月 10日 9月 28日 6.17 5.24 

第 3圃場 Sipi 6月 16日 9月 29日 7.00 5.95 

第 4圃場 Sipi 6月 22, 25日 10月 1日 5.83 4.96 

第 5圃場 Sipi 6月 29日 10月 5日 6.00 5.10 

第 6圃場 Sipi 7月 23日 10月 26日 6.83 5.81 

第 7圃場 Jasmine 7月 3日 10月 22日 - 4.16 

第 8-1圃場 Jasmine 8月 4日 10月 28日 - 3.30 

第 8-2圃場 Jasmine 8月 4日 10月 28日 - 2.66 

第 8-3圃場 Jasmine 8月 4日 10月 28日 - 3.08 

第 8-4圃場 Jasmine 8月 4日 10月 28日 - 1.82 

第 8-5圃場 Jasmine 8月 4日 10月 28日 - 2.33 

第 9圃場 Jasmine 8月 28日 未収穫 - - 

第 10圃場 Jasmine 9月 3日 未収穫 - - 

- ヒコバエの生育も良好で、第 1次収穫での穂刈り後、第 2次収穫も可能である。 
- コメ収穫祭での PP メンバー協議結果によると、今後は現在の水田の後方も新

規の水田として整備していく予定である。 

 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 荒地を水田として新規に人力で整備するためには、1a/1人程度が必要である。 

・ 水源が確保できる地域では、乾季作の水稲栽培が可能である。 

・ 収穫は、穂刈りをし、第 2次収穫まで行なうことが可能である。 

・ 適正な栽培管理・水管理を行なうと、籾付きで 5ton/ha近くまで収穫可能である。 

・ 水稲栽培マニュアルを作成した（Annex参照）。 
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0% 25% 50% 75% 100%

播種方法

水管理方法

移植方法

収穫方法

脱穀方法

乾燥方法

よく理解できた まあ理解できた 理解できなかった 参加しなかった 無回答

図 稲作技術の理解度についてのアンケート結果 
出所：PP評価会アンケート 
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プロジェクト５． 収穫後処理・農産加工プロジェクト 

目的 本地域の人々は農業生産に依存した生活を営んでいる。乾期は主にタマネギ栽培を、
雨期にはマニョックやサツマイモなどのイモ類、トウモロコシ等の穀類、トマトやピ
ーマン等の野菜類等の農産物を生産している。収穫物は屋根の上で自然乾燥させる等
の処理はしているが、実施している量および質共に十分ではない。 

本プロジェクトでは、現在実施されている収穫後処理で有益なものについては、その
量の拡大を図る。また、他の処理方法や加工方法を検討し、新たな品種や新たな処理
方法の導入を図る。 

実証項目 作業グループによる共同作業 

加工産物の選択 

過剰収穫物を加工することによる消費期間の延長 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での
研修 

CIVAK ／
ISTACIA 

2009 年 2
月 

- 収穫後処理・農産加工例の紹介 

実施内容 

2 
収 穫 後 処
理・農産加工
の実施 

住民 
2009 年 9
月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによる内規の作成 
- 作業グループによる活動計画作成（加
工品の選定） 

- 作業グループによる農産物加工の実施 

対象地域 当初候補地 

Kiluekaルートの Kimwana 

実施条件 持続可能な計画であること 

期待される成
果 

作業グループによる共同作業 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる組織の運営 

加工産物の選択 

・ 作業グループの嗜好にあった加工品目の選定 

・ 加工方法の習得 

過剰収穫物を加工することによる消費期間の延長 

・ 作業グループが村で収穫している作物の中から自家消費にための加工品を選定 

加工方法の習得 

本 PP の結果
と評価 

作業グループによる共同作業 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる組織の運営 
 

加工産物の選択 

・ 作業グループの嗜好にあった加工品目の選定 

- 乾期作ではタマネギの他、トマト、ピーマン、ナス、キャベツ、アマランサス
等の野菜を栽培しており、先述の「新品種導入 PP」では、キュウリ、ズッキ
ーニ、カボチャ、スイカ等が導入されている。これらの農産物の収穫後処理お
よび加工方法の改良を検討した。 

 
過剰収穫物を加工することによる消費期間の延長 

・ 作業グループが村で収穫している作物の中から自家消費にための加工品を選定 

- 販売を目的とした加工品の生産は、価格の面で輸入品との競合に勝てないこと
が確認された。 

- 乾期の自家消費用としてトマトの水煮の瓶詰めが候補として挙げられた。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 自家消費用としての加工品の作成はありうるが、販売目的とした加工品は価格競
争に勝てない。 

・ 対象地域では乾期でも食料の入手が可能であり、自家消費用の加工品の生産もあ
まり緊急性を要しない。 
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プロジェクト６． 生産物運搬・マーケティングプロジェクト 

目的 現在、住民は農産物を１）袋詰めにし、頭の上に乗せる、２）たらいの中につめて頭
の上に乗せる、３）袋詰めにし、自転車の後ろに乗せる等の方法により、運搬してい
る。運搬途中でバランスを崩し、頭の上に乗せていたものがひっくり返ったり、袋が
破けて中身がこぼれたりする等の事故が頻発している。 

本プロジェクトでは、リアカーの導入により、運搬が容易になり、搬送ロスの軽減も
期待したことから、試験的にリアカーの導入を試みる。特に、導入後の維持管理体制
が重要であることから、試験的導入地では、主な故障、それに対する対処状況等も記
録してもらい、他地域での導入に応用する。 

実証項目 運搬グループによる組織運営 

運搬作業の改善 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 Kimpeseでの研修 
CRAFO
D 

2009 年 2
月 

- 住民参加型で住民が取っている
運搬方法の利点と改善点の比較
を実施 

リアカーによる運搬の
デモンストレーション 

- 目的に応じた様々なリアカーを
紹介 

2 
維持管理体制について
の協議 

住民 
2009 年 5
月～10月 - リアカー導入後に必要な維持管

理体制について住民が協議 

実施内容 

3 PP評価会 住民 
2009年 10
月 

- リアカーの利用状況や維持管理
体制について協議 

対象地域 Kiluekaルート 

 Ndembo（牛用）、Kilueka、Kilueka Site 

Nkondoルート 

 Zamba、Nkenge（牛用） 

実施条件 リアカー作成に必要な費用の全額を 5年かけて Lukunga渓谷開発委員会へ返金する 

期待される成
果 

運搬グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる運搬組織の運営 

運搬作業の改善 

・ 運搬作業ニーズ 

・ 運搬作業対象物 

・ 区間の設定 

・ 運搬作業機（リヤカー、一輪車等）の特定 

本 PP の結果
と評価 

運搬グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則等を明確
にした。 

- 作業グループ以外の住民から運搬作業を委託され、これを実施した。 

- 作業日誌、委託作業の出納簿等が作成された 
 
・ 作業グループの規約作成 

- ミーティングでは、「カート管理の役割」「管理方法」「保管場所」「分担金」
等について、協議している。 

 

運搬作業の改善 

・ 運搬作業ニーズ 

- 村内の運搬作業に関するニーズが確認された。 

- PP 評価会アンケート結果によると、村の中でのカート利用のニーズは、「豊
富にある」との回答は 37％（7人）、「ある」との回答は 47％（9人）で、合
わせて 8割以上に上り、「あまりない」との回答は 16%（3人）にとどまった。 

- 運搬作業のための手段がグループで話し合われ、作業機を特定した。 
 
・ 運搬作業対象物 
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プロジェクト６． 生産物運搬・マーケティングプロジェクト 

- リアカー利用に当たっては、生産物の運搬に限らず、砂や小石等、他の PP で
の利用資機材の運搬にも活用できる事から、他 PP との連携方法についての実
施計画もあげられた。 

- PP評価会アンケート結果によると、カートを利用して運搬するものとしては、
マニョック、レンガ、トウモロコシ、タマネギ、ラッカセイ、トマト、バナナ、
炭、水があげられている。 

 
・ 区間の設定 

- 村から Kimpeseまでの輸送コストが整理された。整理結果は次表の通り。 

表 村から Kimpese までのタマネギ 1袋の輸送コスト 
Kilueka ルート Nkondo ルート 

Kimwana 1,000 FC Malanga Gare - 
Ndembo 1,000 FC Malanga Cité - 
Wene - Zamba - 
Ndunguidi - Nkumba - 
Nkondo - Nkenge - 
Kinanga - Mawewe - 
Kisiama - Kiasungua 2,500FC 
Mbanza Ndamba 1,500 FC Lusasa 2,500FC 
Kilueka 2,000 FC Kimpalukidi 2,500FC 
Kilueka Site 1,800 FC Mpete 2,500FC 
 Nkondo Site 2,500 FC 

・ 運搬作業機（リヤカー、一輪車等）の特定 

- 道路の改修に伴い、リアカーによる運搬が容易になる。 

- 人力用のリアカーの他、牛用のリアカーも、Nkenge と Ndemboに導入された。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ リアカーを利用し、マニョック、レンガ、トウモロコシ、タマネギ、ラッカセイ、
トマト、バナナ、炭、水等の運搬が可能である。 

・ 人力用のリアカーは 1m x 2m程度のサイズが良い。 

・ 牛の導入に伴い、牛に引かせるタイプのリアカーの需要が出てくる。 

・ 牛用のリアカーは 2m x 3m程度のサイズが良い。 

・ リアカーの作業グループは、3人以上で構成されている。 

 

プロジェクト７． 畜産振興プロジェクト 

目的 対象地域では、ブタ、ヒツジ、ヤギ、ニワトリ、モルモット等を飼育しているが、住
居回りで粗放的に飼育しており、飼育頭数も限られている。収入源の多様化、緊急時
の換金資産等として、家畜は重要な位置を占めることから、畜産振興を行う。 

対象地域の人々は、家畜は放し飼いで飼育する習慣があり、舎飼いの習慣がない。し
かし、導入改良品種豚は舎飼いにより、生育スピードが良くなり、体重増加量も大き
くなり、出産頭数も増加する事から、この利点を村人にも十分理解してもらうと共に、
住民が舎飼いにも慣れていくことを目指した。 

本プロジェクトでは、対象地域で見られる粗放的な飼育を、優良種の導入および家畜
小屋での飼育によって、より収益性の高い畜産の実施可能性を検証した。 

実証項目 畜産作業グループによる組織運営 

飼育技術の妥当性 

優良品種導入による収入向上 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での研
修 

CRAFOD 
2009 年 3
月 

- 全村を対象とした家畜に関する研
修 

2 
小家畜（ブタ等）
の飼育について
の研修 

PPアニメ
ーター 

2009 年 4
月～5月 

- 対象地域において、家畜小屋およ
び飼育方法（飼料、水、日常の手
入れ等）の研修 

3 
改良小家畜（ブ
タ等）の試験的
導入 

PP アニメ
ーター／住
民 

2009 年 5
月～9月 

- 作業グループによる家畜小屋の整
備 

- 家畜（豚の導入） 
- 家畜の飼育 

実施内容 

4 PP評価会 住民 2009 年 10 - 複数村で実施している養豚活動に
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プロジェクト７． 畜産振興プロジェクト 
月 ついて、実施状況や工夫点等につ

いて意見交換の実施 

対象地域 Nkondoルート 

Zamba 1、Lusasa、Nkumba、次いで、Mpete、Malanga Cité 

Kiluekaルート 

Nkondoで飼育小屋が整備され、調査団より改良豚の投入を支援 

Kilueka Siteと Ndunguidiでも整備されたが、整備時期が遅かったため、普及計画の
一部として、他村の改良豚の子豚を投入する。 

実施条件 改良豚の購入費を 5年かけて全額 Lukunga渓谷開発委員会へ返金する 

投入頭数分の子豚を他村へ配布する 

授乳期間終了後、子豚は他村へ渡す 

期待される成
果 

畜産作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる畜産組織の運営 

飼育技術の妥当性 

・ 導入品種 

・ 畜舎の構造 

・ 飼育方法の習得 

・ 飼料 

優良品種導入による収入向上 

・ 子豚の数 

畜産活動の拡大 

・ 複数の畜産活動の実施 

本 PP の結果
と評価 

畜産作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

- 作業グループが、役割に応じて飼育作業を行った。 
 
・ 作業グループの規約作成 

- 規約の作成のため、1～5回のミーティングが開催されている。 
 

表 規約作成に要したミーティング回数 

ルート 
Kilueka  
ルート 

Nkondo ルート 

村 Nkondo 
Malanga 
Cité 

Nkumb
a 

Zamba Lusasa Mpete 

規約作成に要した 
ミーティング回数 

4回 3回 5回 3回 2回 1回 

月平均 
ミーティング回数 

2回 2回 4回 1回 2回 2回 

・ 作業グループによる畜産組織の運営 

- PP評価会アンケート回答者 28人全員が、コミュニティ開発委員会へ返金と子
豚 4頭の提供をする規定について認識しており、全員が良い制度だと回答して
いる。 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 28人）によると、64.3％（18人）が「将
来は個人で養豚を始めたい」と回答している。Nkumbaの全 4人、アンケート
回答者の 14.3％（4人）は、「始めたくない」と回答している。 

- 養豚以外で実施したいこととしては、ニワトリの飼育、カモの飼育、ヤギの飼
育、ウサギの飼育（Mpete）、養殖（Zamba）、医薬品の販売（Kilueka Site）、
マニョックの粉挽き（Lusasa）、学校の整備（Nkumba）、飲料用水用の井戸
の整備（Nkumba）があげられている。 

 

飼育技術の妥当性 

・ 導入品種 
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プロジェクト７． 畜産振興プロジェクト 

- Large White種、Pietran種を導入した。 

- PP評価会アンケート回答者全員（28人）が、導入された豚は期待していたも
のだったと回答している。 

- 導入された優良品種の妥当性が確認された。 
 
・ 畜舎の構造 

- 地域資源を活用した畜舎での飼育が行われた。 

- 畜舎は、レンガ、木材、コンクリート、屋根材で作成された。 
 
・ 飼育方法 

- PP評価会アンケート回答者の 92.9％（26人）が飼育方法を「理解した」と回
答している。Mpete の 1 人を除く 2 人（全体の 7.1％）は「理解していない」
と回答している。 

 

・ 飼料 

- Zamba では、豚の飼料として、メイズ 50m2、ダイズ 30m2、キャッサバ 50m2

を栽培準備している。 

- Lusasaおよび Mpeteでも飼料の栽培を準備している。 
 
優良品種導入による収入向上 

・ 子豚の数 

- 約 3ヶ月と 3週間と 3日（約 114日）後に子豚が生まれている。 

- 畜産 PPでは、当初想定していたほど多くの子豚は生まれていないが、住民は
積極的に継続して豚管理を行なっている。 

 
表 改良豚の子豚出産状況 

ルート 村 豚搬入日 子豚の数 
Kilueka 
ルート 

Nkondo 6月 27日 10月 30日：5頭 
11月 3日：7頭 
11月 4日：6頭 

Zamba 1 6月 11日 10月 14日：４頭 Nkondo 
ルート Lusasa 6月 11日 10月 14日：４頭 

 
畜産活動の拡大 

・ 複数の畜産活動の実施 

- Zambaでは、4～5月も豚舎の整備をした後、6月より養豚を実施していたが、
その後、7月より養鶏活動も自ら開始している。 

- 同グループは、養殖にも興味を示し、養殖場の整備も進めている。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 畜舎は、レンガ、木材、コンクリート、屋根材を使用し、住民自身で作成できる。 
・ 地域資源を活用した優良品種の飼育が住民自身で可能である。 

・ 住民自身による飼料栽培が可能である。 

・ 豚飼育のためのマニュアルを作成した（Annex参照）。 

・ 養豚活動を基点に他の畜産活動へも拡大していく可能性がある。 

 

プロジェクト８． 養殖・水産加工プロジェクト 

目的 地域住民およびキンペセ住民からの聞き取りによると、対象地域やキンペセの市場で
一般的に販売されている海水魚（冷凍のアジ）よりも、淡水魚（テラピアやクラリア
ス等）に対する嗜好性が高い。 

他方、対象地域を縦断するルクンガ川を初め、これに注ぐ小河川や湧水など、対象地
域の水資源は比較的豊富であり、調査を通じて対象地域の養殖に関するポテンシャル
は高いと判断される。 

現在、キンペセには NGO による養殖が行われており、ここからの稚魚の供給が可能
であること、上述のように水資源が豊富であることおよび川魚に対する需要が高い。 

本プロジェクトでは、養殖可能地での養殖の実施により、輸入魚購入のための支出の
軽減、魚類タンパク質の摂取量の増加、養殖魚販売による収入向上を図る。 

実証項目 養殖作業グループによる組織運営 

養殖技術の現地での妥当性 
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プロジェクト８． 養殖・水産加工プロジェクト 

養殖による生計向上 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での
研修 

CRAFOD 2009年 3月 - 全村を対象とした養殖に関する研修 

2 
試験的養殖の
実施準備 

CRAFOD
／住民 

2009年 5月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループおよび調査団による養
殖池候補地の検証 

- 作業グループによる内規の作成 
- 作業グループによる活動計画の作成 
- 作業グループによる養殖池の整備 

実施内容 

3 PP評価会 住民 2009年 10月 - 養殖活動についての意見交換の実施 

対象地域 当初候補地 

Kiluekaルート：Kilueka 

Nkondoルート：Zamba 

実施条件 下記条件を満たす地域 

・ 乾期でも水量が十分に確保できる。干上がらない。 

・ 雨期に湛水しない。魚が流されない。 

・ 養殖用池と水源用水との水位に大きな差がない。（引水が容易である。） 

・ 住民が管理しやすい場所にある。 

期待される成
果 

養殖作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる養殖組織の運営 

養殖技術の現地での妥当性 

・ 適正な養殖池の選定 

・ 適正な養殖池整備水準 

養殖による生計向上 

本 PP の結果
と評価 

養殖グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

- 作業日誌、資機材および稚魚等に関する出納簿が作成された。 

- Zamba の作業グループは、養殖魚の可能性として、テラピアとクラリアスがあ
ると考えた。最終的に、クラリアスを導入する計画をまとめた。 

 
・ 作業グループの規約作成 

- 3 回のミーティングで規約が作成されており、全てのミーティングに出席して
いる人は約半数、残りの人も 2 回は出席している。全ての人が規約の内容を理
解している。 

- 月 4 回ミーティングを開いている。ミーティングでは、代表の交代、ミーティ
ング日の設定、活動日の調整、水路の作成を含む活動計画の策定、餌やりの計
画等について協議している。 

 
・ 作業グループによる養殖組織の運営 

- PP評価会アンケート回答者 9人の 1週間あたりの養殖に係わる時間は、「7時
間」が 3人、「5時間」が 5人、「2時間」が 1人だった。 

- PP評価会アンケート回答者 9人全員が継続して養殖を実施していきたいと回答
している。 

 

養殖技術の現地での妥当性 

・ 適正な養殖池の選定 

- 作業グループによって養殖に適する場所が選定され、養殖池が整備された。 

・ 適正な養殖池整備水準 

- Zambaでは、約 5m x約 8mと約 3m x約 5mの養殖池が整備されつつある。 

- 養殖池の整備に要した日数は、「14日」と回答した人が 4 人、「7 日」と回答
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プロジェクト８． 養殖・水産加工プロジェクト 

した人が 1人、「4日」と回答した人が 4人だった。 

- 一度養殖池を整備し、十分な水量が確認されたが、数日後、乾燥等により水量
が激減した。 

- 養殖池整備後は、数日間、水量の確認をした後、稚魚の導入を行なうのが望ま
しいことが確認された。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 養殖魚のニーズとしては、テラピアとクラリアスがある。 

・ 住民自身による養殖池の整備が可能である。 

・ 養殖池整備後は、数日間水量の確認をした後、稚魚の導入を行なうのが望ましい。 

 

プロジェクト９． 養蜂プロジェクト 

目的 本地域は以前、深い森に囲まれた緑豊かな地域であった。この森林資源を活用した養
蜂を営む農家も以前はいたが、現在は森林資源の減少に伴い、養蜂農家数も減少して
いる。養蜂技術の再確認および試験的実施を行うと同時に、植林の重要性について認
識する事が重要である。 

ハチミツはキンペセで販売されており需要があることは確認されているが、現地調査
によると対象地域には以前養蜂を実施していた住民がいるものの、現在は行われてい
ない。販売されているハチミツは、養蜂が行われている Matadiから運んだものか、ま
たはキンペセ近郊で入手された野生の物である。 

本プロジェクトでは、市場性のある養蜂を実施することにより、人々のハチミツ摂取
量の増加、ハチミツ販売による収入向上を図る。 

実証項目 養蜂作業グループによる組織運営 

養蜂技術の妥当性 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpeseでの
研修 

CRAFOD 2009年 2月 - 全村を対象とした養殖に関する研修 

実施内容 

2 
養蜂の実施
準備 

住 民 ／
CRAFOD 

2009 年 4～
10月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによる養蜂のサイト選定 
- 作業グループによる養蜂地の整備 

対象地域 当初候補地 

Kiluekaルート：Ndunguidi 

実施条件 下記条件を満たす地域 

・ 果樹や樹木が多数ある。 

・ 民家や子供の遊び場が近くにない。 

・ 植物の中に、蜂が巣を作る危険性のある植物（バナナ等）が近くにない。 

・ 住民が管理しやすい場所にある。 

期待される成
果 

養蜂作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる養蜂組織の運営 

養殖技術の妥当性 

・ 作業グループによる養蜂適地の選定および調査団による確認 

・ 養蜂技術の取得 

 

本 PP の結果
と評価 

養蜂作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

- 作業日誌、資材等に関する出納簿が作成された。 

養蜂技術の妥当性 

・ 作業グループによる養蜂適地の選定 

- 作業グループにより選定された養蜂候補地が養蜂技術者（CRAFOD）により確
認された。 

- 養蜂適地の条件として、「蜂が採蜜できる樹木や花が多数あること」「民家や
子供の遊び場が近くにないこと」「植物の中に、蜂が巣を作る危険性のある植
物（バナナ等）が近くにないこと」等があるが、これらを全て満たす村はなか
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プロジェクト９． 養蜂プロジェクト 

った。 

・ 養蜂技術の習得 

- 養蜂の材料として、初期投入として、約 810US$必要である。内訳は、蜜箱 Ruche 

(10箱、計 450US$）、採蜂箱 Boite de capture（2箱、計 60US$）、養蜂用衣服
Tenue (6着、計 150US$）、燻し機 Enfumoir (4個、計 60US$)、トタン板 Tôles 

galvanisées de 1,80 m (5枚、計 50US$)、ポリバケツ Seaux en plastiques (40 litres、
4個、計 40US$)である。 

- 蜜箱のサイズは、縦 50cm x 横 75cm x 高さ 25cmが適正である。 

- 採蜂箱のサイズは、縦 25cm x 横 50cm x 高さ 25cmが適正である。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 養蜂適地の条件として、「蜂が採蜜できる樹木や花が多数あること」「民家や子
供の遊び場が近くにないこと」「植物の中に、蜂が巣を作る危険性のある植物（バ
ナナ等）が近くにないこと」等がある。 

・ 蜜箱のサイズは縦 50cm x 横 75cm x 高さ 25cm、採蜂箱のサイズは縦 25cm x 横
50cm x 高さ 25cmが適正である。 

・ 対象地域の選定には時間を要する。 

 

(2) 自然環境改善プログラム 

プロジェクト１０． 森林保全・植林プロジェクト 

目的 本地域では、薪や炭生産のための森林伐採の進行に伴い、森林がほとんどなくなって
しまった。多くの禿山が見られるにもかかわらず、現在なお森林伐採が進行しつつあ
る。本地域は、森林形成のための土壌や降雨量のポテンシャルを有しており、また雨
季の水量を涵養するための森林が必要であることから、現在わずかに残っている森林
を保全していくと共に、ポテンシャル地域では植林を進める。 

本プロジェクトでは、保全林の回復を進める一方、数年以内での収入向上を目指した
果樹の植栽を推進する。 

実証項目 作業グループによる組織運営 

植林の実施 

森林の保全 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での研
修 

CRAFOD 2009年 3月 
- 全村を対象に、植林、森林保全
に関する研修 

2 森林保全研修 
住民／PP ア
ニメーター 

2009 年 9 月
～10月 

- 森林の有する機能・森林保全・
植林についての勉強会を実施 

- 苗木の作り方研修 
- 移植に関する研修 
- 森林保全に関する研修 

3 
継続的森林保全
の検討 

住民／PP ア
ニメーター 

2009年 10月 
- 植林ポテンシャルおよび植林
意向の確認 

実施内容 

4 PP評価会 住民 2009年 10月 

- 植林研修後の苗の管理状況に
ついての意見交換 

- 複数村で実施した植林研修後
の各自の植林活動状況につい
ての意見交換 

対象地域 研修実施場所（周辺村落へも研修への参加を促した） 

Kiluekaルート 

 Ndembo、Nkondo、Ndunguidi 

Nkondoルート 

 Malanga Gare、Nkenge、Kiasungua、Nkondo Site 

「11. モリンガ PP」「12. 街路樹 PP」と共に実施した。 

実施条件 植樹が可能な降水量が十分確保できる地域 

移植後の必要水量が十分に確保できる雨期に実施する。 

期待される成
果 

作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループの規約作成 

・ 作業グループによる植林組織の運営 

植林活動 
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プロジェクト１０． 森林保全・植林プロジェクト 

・ 育苗方法、移植方法の習得 

・ 植栽の実施 

・ 維持管理の体制構築および実施 

森林の保全 

・ 作業グループによる住民に対する啓蒙活動の実施 

・ 住民による森林保全に関する理解 

本 PP の結果
と評価 

植林作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

- 作業日誌が作成された。 

- PP評価会でのアンケート結果によると、植林グループの人数は 8～20人が良い
との意見が挙げられた。Malanga Gareでは、村の全住民が植林グループに入る
べきであるとの意見があげられた。 

 

植林活動 

・ 育苗方法、移植方法の習得 

- 育苗・移植方法を含む植林研修を村で実施し、合計 67人が研修に参加した。 

- Nkondoルートでは、Malanga Gare、Nkenge、Kiasungua、Nkondo Siteで育苗・
移植方法を含む植林研修を実施した。Malanga Gare での研修は、9 月 8 日に実
施し、Malanga Gareの 4人の参加があった。Nkengeでの研修は、9月 16日に実
施し、Nkenge の 8 人、Mawewe の 1 人、合計 9 人の参加があった。Kiasungua

での研修は、9月 16日に実施し、Kiasunguaの 8人、Kimpalukidiの 1人、合計
9人の参加があった。Nkondo Siteでの研修は、9月 17日に実施し、Nkondo Site

の 19人、Mpeteの 5人、合計 24人の参加があった。 

- Kiluekaルートでは、Ndembo、Nkondo、Ndunguidiで育苗・移植方法を含む植林
研修を実施した。Ndembo での研修は、9 月 10 日に実施し、Ndembo の 3 人、
Kimwanaの 4人、合計 7人の参加があった。Nkondoでの研修は、9月 9日に実
施し、Nkondoの 2人、Kisiamaの 1人、Weneの 3人、Kinangaの 1人、Kilueka 

Siteの 3人、合計 10人の参加があった。Ndunguidiでの研修は、9月 11日に実
施し、Ndunguidiの 4人の参加があった。 

- 現場での植林研修直後のアンケート（回答者 67人）によると、半日間の植林研
修の期間は、「ちょうど良かった」との回答が 86.6％（58人）、「長かった」
との回答が 13.4％（9人）、「短かった」との回答はなかった。 

- 現場での植林研修直後のアンケートによると、植栽と移植方法についての研修
は、「よく分かった」との回答が 89.6％（60人）、「少し分かった」との回答
が 10.0％（6人）、「分からなかった」との回答が 1.5％（1人）だった。 

 
・ 植栽の実施 

- 各村でオレンジ、サフ、マンゴー等の植林が進んだ。 

- PP 評価会アンケート結果による（回答者 68 人、自由記述、複数回答）と、今
後植林したい樹種は「モリンガ」を挙げた人が 73.5％（50人）、「マンゴー」
を挙げた人が 60.3％（41人）、「サフ」を挙げた人が 57.4％（39人）、「アボ
ガド」を挙げた人が 55.9％（38人）、「オレンジ」を挙げた人が 52.9％（36人）、
「アカシア」を挙げた人が 32.4％（22人）だった。 

 
・ 維持管理の体制構築および実施 

- 移植後の管理体制が作業グループによって明確にされた。 

森林の保全 

・ 住民による森林保全に関する理解 

- 現場での植林研修直後のアンケートによると、森林の重要性についての研修は、
「よく分かった」との回答が 91.0％（61人）、「少し分かった」との回答が 11.9％
（8人）、「分からなかった」との回答はなかった。 

- 現場での植林研修直後のアンケートによると、野火による不利益についての研
修は、「よく分かった」との回答が 95.5％（64人）、「少し分かった」との回
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プロジェクト１０． 森林保全・植林プロジェクト 

答が 3.0％（2人）、「分からなかった」との回答が 1.5％（1人）だった。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 植林作業をする場合、住民による作業グループを結成して作業を実施し、作業グ
ループを中心として住民への森林保全の重要性を浸透させることが可能である。 

・ 育苗・移植方法に関する技術移転は、研修を通じて実施する。 

・ 研修の実施により、森林の重要性、野火による不利益についての理解が深まるこ
とから、研修実施の際は、植林と共に森林保全に係わる研修も実施する。 

・ 植林マニュアルを作成した（Annex参照）。 

 

プロジェクト１１． モリンガ・プロジェクト（水浄化等） 

目的 モリンガは様々な効用がある樹種であり、Nkondo Siteをはじめ数村でモリンガが植栽
されているものの、利用方法が分からずに現在のところ全く利用されていない。 

本プロジェクトでは、モリンガを使った料理方法および水質浄化の方法を紹介し、モ
リンガの利用を振興する。 

実証項目 モリンガの利用方法 

モリンガの植林 

モリンガの苗木作り 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 Kimpeseでの研修 調査団 2009年 3月 
- モリンガの効用や利用方法につ
いての紹介 

2 モリンガ利用 住民 
2009 年 3～
10月 

- モリンガの食事への利用 
- 家畜飼料としてのモリンガの利
用 

3 
村へのモリンガの
苗木の配布 

PPアニメ
ーター 

2009 年 9～
10月 

- モリンガが周辺にない村落につ
いては、モリンガの苗木を提供 

- 挿木によるモリンガの苗木の生
育状況の確認 

実施内容 

4 PP評価会 住民 2009年 10月 
- 各村でのモリンガの利用状況に
ついての意見交換 

対象地域 研修実施場所（周辺村落へも研修への参加を促した） 

Kiluekaルート 

 Ndembo、Nkondo、Ndunguidi 

Nkondoルート 

 Malanga Gare、Nkenge、Kiasungua、Nkondo Site 

「10. 森林保全・植林 PP」「12. 街路樹 PP」と共に実施した。 

実施条件 植樹が可能な降水量が十分確保できる地域 

移植後の必要水量が十分に確保できる雨期に実施する。 

期待される成
果 

モリンガの利用方法 

・ 作業グループにより、モリンガの利用方法の理解 

モリンガの植林 

・ 作業グループが中心となり、植林の一環としてモリンガを植林 

本 PP の結果
と評価 

モリンガの利用方法 

・ 作業グループにより、モリンガの利用方法の理解 

- モリンガ利用に関するデモンストレーションの中で栄養改善に興味を持った。 

- 作業グループが既存のモリンガを食材や飼料として利用した。 

- 村ではスープの中にモリンガの葉を混ぜ、栄養改善を図っている。 

- PP評価会アンケート結果による（回答者 66人）と、63.6％（42人）がモリン
ガを「利用した」と回答し、36.4％（24人）が「利用していない」と回答して
いる。 

- PP評価会ではモリンガの利用方法としては、「コーヒーや茶に混ぜて飲料とし
た」「乾燥させ、薬のように飲料した」「食材に混ぜた」「実を果実のように
食べた」等という意見が挙げられた。 

 
モリンガの植林 

- 作業グループが中心となり、植林の一環としてモリンガを植林 

- 作業グループがモリンガの苗木を植林した。 

- Kimpeseで約 70cmのモリンガの苗木を植栽したところ、約半年で 5m近くの樹
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プロジェクト１１． モリンガ・プロジェクト（水浄化等） 

木に生長した。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 研修の実施により人々のモリンガに対する理解が深まることから、森林や栄養改
善に係わる研修の際は、モリンガも紹介する。 

・ モリンガの生長速度は速いことから、短期間で植林を推進したい際にはモリンガ
を使用する。 

・ モリンガの苗木作りを含む植林マニュアルを作成した（Annex参照）。 

 

プロジェクト１２． 街路樹プロジェクト 

目的 プロジェクト地域の主要道路である Kilueka、Nkondoルート沿いに住民の無償労働に
より、街路樹を植樹、保育作業まで住民にて実施する。道路周辺の村民の交通手段は
限られており、徒歩での移動が一般的である。徒歩の次に多いのは自転車であり、バ
ス等の車両を使用することは少ない。したがって、街路樹が日陰を確保することは村
民にとって有益となる。 

本プロジェクトでは、果樹の植栽を推進し、果実販売による収入向上を図る。また、
収益の一部を道路の維持管理費に企てることも検討する。 

実証項目 街路樹作業グループによる組織運営 

街路樹の植林 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese で
の研修 

CRAFOD 2009年 3月 
- 全村を対象に、植林、森林保全に関
する研修 

2 街路樹植栽 
住民／PP ア
ニメーター 

2009 年 9 月
～10月 

- 森林の有する機能・森林保全・植林
についての勉強会を実施 

- 苗木の作り方研修 
- 移植に関する研修 
- 街路樹に関する研修 
 

3 
街路樹維持
管理の検討 

住民／PP ア
ニメーター 

2009 年 10
月 

- 街路樹植栽ポテンシャルおよび植林
意向の確認 

実施内容 

4 PP評価会 住民 
2009 年 10
月 

- 植林研修後の苗の管理状況について
の意見交換 

- 複数村で実施した植林研修後の各自
の植林活動状況についての意見交換 

対象地域 研修実施場所（周辺村落へも研修への参加を促した） 

Kiluekaルート 

 Ndembo、Nkondo、Ndunguidi 

Nkondoルート 

 Malanga Gare、Nkenge、Kiasungua、Nkondo Site 

「10. 森林保全・植林 PP」「11. モリンガ PP」と共に実施した。 

実施条件 植樹が可能な降水量が十分確保できる地域 

移植後の必要水量が十分に確保できる雨期に実施する。 

期待される成
果 

街路樹作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループによる街路樹組織の運営 

・ 他村の作業グループとの連携 

街路樹の植林 

・ 作業グループによる街路樹の整備 

 

本 PP の結果
と評価 

街路樹作業グループによる組織運営 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

- 街路樹として果樹の希望が多い。 
 
街路樹の植林 

・ 作業グループによる街路樹の整備 
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プロジェクト１２． 街路樹プロジェクト 

- 作業グループが街路樹の必要性を理解した。 

- 作業グループによって、植林が実施された。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 街路樹として果樹を植栽することにより、果物からの収益を道路維持管理費へ利
用できる。 

・ 植林は、森林保全目的だけでなく、街路樹のような景観向上目的としても実施可
能である。 

・ 植林マニュアルを作成した（Annex参照）。 

 
(3) 生活環境改善プログラム 

プロジェクト１３． 改良かまど・家事改善プロジェクト 

目的 対象地域では、毎日の炊事のための燃料として薪が利用されている。また、三ツ石か
まどと呼ばれる 3つの石を置いただけの効率の悪いかまどが利用されている。薪の収
集は、女性や子供の仕事であり、また対象地域の森林も少なくなっている。 

本プロジェクトでは、効率の良い改良かまどを利用することによって、薪の消費量を
少なくすることにより、森林の無秩序な伐採を防ぐとともに、薪の収集作業の軽減に
よって、女性、子供の家事時間の改善に寄与するものである。 

実証項目 薪消費量の改善 

家事時間の改善 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 Kimpeseでの研修 
セクター職員
／調査団 

2009年 3月 
- 全村を対象とした改良か
まどに関する研修 

2 
各村落での PP アニ
メーターによる改良
かまど 

住民／PPアニ
メーター 

2009年 5月 

- PP アニメーターが各村を
回り改良かまどのモデル
を作成 

 

3 
各村落での改良かま
どの整備の促進 

住民／PPアニ
メーター 

2009 年 3～
10月 

- 村においてアニメーター
による改良かまどの紹介 

4 
改良かまどを用いた
家事改善研修の実施 

住民／PPアニ
メーター 

2009 年 3～
10月 

- 改良かまどの効果確認の
デモンストレーションの
実施 

実施内容 

5 PP評価会 住民 
2009 年 10
月 

- 各村で各人が利用してい
る改良かまどの形、作成方
法、利点、改善点等につい
ての意見交換 

対象地域 全村 

実施条件 改良かまどを整備し、継続的に実施していきたいという住民意向がある 

期待される成
果 

改良かまどの整備 

・ 改良かまどの作成方法の取得および活用 

・ 改良かまど作成に必要な資機材の整理 

・ 改良かまどの効果の理解 

薪消費量の改善 

・ 薪収集時間の軽減 

家事時間の改善 

・ 薪収集改善に伴い創出された時間の、他の活動への利用 

普及プロセスの確認 

 

本 PP の結果
と評価 

改良かまどの整備 

・ 改良かまどの作成方法の習得および活用 

- 村人が改良かまどの作成方法を習得した。 

- PP 評価会アンケート結果回答者 31 人の内、村での PP アニメーターによる改
良かまどの研修を「よく理解できた」人は 74.2％（23人）、「まあ理解できた」
人は 22.6％（7人）、「あまり理解できなかった」人は 3.2％（1人）いた。 

- 改良かまどの研修に参加しなかった人も、他の村人に指導してもらったり、村
の中の他の改良かまどを見て、自分たちの改良かまどを作成している。 

- 改良かまどの作成に平均 72 分要している。短い人は 30 分で、長い人は 10 時
間かけて作成している。 
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プロジェクト１３． 改良かまど・家事改善プロジェクト 

- 2009年 10月末時点では、対象地域で計 156の改良かまどが整備されている。 

表 各村での改良かまど整備数の変遷 

ルート 村 
Kimpeseでの 

研修後 
（3月下旬） 

PPアニメーター
によるデモ後 
（5月下旬） 

PP終了時 
(10月下旬) 

Kimwana 0 0 2 
Ndembo 2 5 36 
Wene 0 0 1 

Ndunguidi 0 0 2 
Nkondo 0 0 8 
Kinanga 0 7 10 
Kisiama 0 0 1 

Mbanza Ndamba 0 7 4 
Kilueka 0 0 1 

Kilueka Site 0 0 1 

Kilueka 
ルート 

小計小計小計小計 2 19 66 

Malanga Gare 0 0 6 
Malanga Cité 0 3 10 
Zamba 1 0 0 1 
Nkumba 0 0 1 
Nkenge 0 0 3 
Mawewe 0 3 2 
Kiasungua 0 0 1 
Lusasa 0 0 1 

Kimpalukidi 0 0 20 
Mpete 0 0 40 

Nkondo Site 0 7 5 

Nkondo 
ルート 

小計小計小計小計 0 13 90 

合計合計合計合計 2 32 156 
 
・ 改良かまど作成に必要な資機材の整理 

- 改良かまど作成のための材料は、レンガ、ドロ、水、排煙用管等である 

- 改良かまど作成のための道具としては、スコップ、シャベル、ヘラ、ナイフ、
カマ等が使用された。 

・ 改良かまどの効果の理解 

- 改良かまどが利用されている。 

- 紹介した改良かまどが改善された。 

- PP評価会では、Kiluekaの青年が干し藁を混ぜて作成した改良かまどの話を紹
介し、他村からの参加者が興味を示していた。 

- PP 評価会アンケート結果によると、改良かまどの利点として「簡単にできる
こと」「薪消費量が減ること」「調理時間が短くて住むこと」「鍋が汚れない
こと」「料理が美味しくなること」等が挙げられた。欠点としては、「雨で壊
れてしまうこと」「放し飼いの動物たちに壊されてしまうこと」「長持ちしな
いこと」等が挙げられた。 

薪消費量の軽減 

・ 薪収集時間の軽減 

- PP評価会アンケート結果によると、1週間あたり薪収集に要していた日数は、
改良かまど整備前は平均 2.36日で、整備後は平均 1.42日になり、平均 0.94日
の節約になった。 

 
家事時間の改善 

・ 薪収集改善に伴い創出された時間の、他の活動への利用 

- PP評価会のアンケート回答者全員 37人が、今後も継続して改良かまどを利用
したいと回答している。 

 

普及プロセスの確認 
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プロジェクト１３． 改良かまど・家事改善プロジェクト 

- 以前より住民ニーズはあったが、作成方法を知らないため、実施できていない
住民が多かった。Kimpese の研修で作成方法まで含めて紹介したところ、各村
へ戻った参加者が自分自身で実施している村もあった。Kilueka ルート沿いの
Ndembo では、Kimpese での研修で習得した技術や、その際に配布した資料等
より、2個の改良かまどを整備していた。 

- その後、本調査の PP アニメーターが村の中でデモをしたところ、更に普及さ
れつつある。 

- PP 評価会アンケート結果によると、改良かまどの作り方は、「アニメーター
に習った」との人が多く、「他の村人より習った」という人は少なかった。ま
た、「村の中の改良かまどを見て自分で作成した」という人もいた。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 改良かまどによる薪消費量が減少し、薪収集日数が 2.36日から 1.42日になり、約
0.94日減る。 

・ 改良かまどの材料は、レンガ、ドロ、水等で、村内での入手が容易である。 

・ 改良かまどの普及方法としては、まずは PP アニメーターのようなモデルからの
紹介がある。一度紹介されると、他の住民や他村の住民からの普及も進む。また、
村内の改良かまどを見ることにより、まねて作成する住民もでてくる。 

・ 実際に改良かまどを整備することにより、住民自らの更なる改良が図られる。 

 

プロジェクト１４－１． 家計簿プロジェクト 

目的 ほとんどの村民は農業を主な生計の手段としている。農業を営む上では、支出（種子、
肥料、農薬の購入、生産物の運搬費用等）と収入を把握する必要があるものの、帳簿
（家計簿）をつけている農家はほとんど見られない。 

本プロジェクトでは、家計簿についての研修も行い、各家計の収入および支出を、各
人が把握する事で、将来計画をたてられるようにする。 

実証項目 家計簿の実施体制の構築 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での
研修 

CECO 2009年 3月 
- 全村を対象とした家計簿に関する
研修 

2 
家計簿の理論
研修 

住 民 ／
Agrisudアニ
メーター 

2009年 9月 
- 家計簿の重要性に関する研修を実
施 

3 
家計簿の実務
研修 

住 民 ／
Agrisudアニ
メーター 

2009年 10月 
- 家計簿の演習を含む実務に関する
研修を実施 

実施内容 

4 PP評価会 住民 2009年 10月 - 家計簿の理解度に関する意見交換 

対象地域 全村 

「2. 土づくり・土壌改善 PP」「3. 新品種導入 PP」と共に実施した。 

ただし、Maweweは乾季作の野菜栽培をするだけの水量を確保できないため、実施し
なかった。 

実施条件 継続して家計簿をつけたいという住民意向がある 

期待される成
果 

家計簿の継続的記帳 

・ 家計簿の理解 

・ 家計簿の記帳 

本 PP の結果
と評価 

家計簿の継続的記帳 

・ 家計簿の理解 

- 家計簿の理論研修と実務研修を実施した。 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 71人）によると、「グループ組織研修」
の理解について、「よく理解できた」と回答した人は 77.5％（55人）、「理解
できた」と回答した人は 19.7％（14人）、「理解できなかった」回答した人は
1.4％（1 人）、「参加しなかった」との回答はなく、「無回答」が 1.4％（1

人）だった。 

- PP評価会アンケート回答結果（回答者 71人）によると、「帳簿管理研修」の
理解について、「よく理解できた」と回答した人は 56.3％（40人）、「理解で
きた」と回答した人は 8.5％（6人）、「理解できなかった」回答した人は 1.4％
（1人）、「参加しなかった」と回答した人は 32.4％（23人）、「無回答」が
1.4％（1人）だった。 
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プロジェクト１４－１． 家計簿プロジェクト 
 

表 村別のテーマ別帳簿管理およびグループ組織研修参加者と参加率 
帳簿管理研修 グループ組織研修 

ルート 村 
コミュニティ
圃場対象者 参加者 参加率 参加者 参加率 

Kimuana 16 3 18.8% 8 50.0% 

Ndembo 20 2 10.0% 17 85.0% 

Wene 23 2 8.7% 12 52.2% 

Ndunguidi 5 2 40.0% 5 100.0% 

Nkondo 24 2 8.3% 17 70.8% 

Kinanga 20 2 10.0% 13 65.0% 

Kisiama 20 2 10.0% 8 40.0% 

Mbanza Ndamba 24 2 8.3% 29 120.8% 

Kilueka 27 2 7.4% 67 248.1% 

Kilueka 
ルート 

Kilueka Site 20 2 10.0% 20 100.0% 

Malanga Gare 20 2 10.0% 18 90.0% 

Malanga Cité 20 2 10.0% 9 45.0% 

Zamba 20 2 10.0% 15 75.0% 

Nkumba 20 2 10.0% 17 85.0% 

Nkenge 20 2 10.0% 15 75.0% 

Kiasungua 21 2 9.5% 11 52.4% 

Lusasa 20 2 10.0% 10 50.0% 

Kimpalukidi 20 2 10.0% 11 55.0% 

Mpete 20 2 10.0% 17 85.0% 

Nkondo 
ルート 

Nkondo Site 20 2 10.0% 15 75.0% 

注１：一部参加率が 100％を超えているのは、コミュニティ圃場対象者以外の村人も参加したためである。 

注２：帳簿管理研修は各村より 2名の参加を基本とした。 

・ 家計簿の記帳 

- 一部の住民は、家計簿の記帳を開始した。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 家計簿の研修は、演習を含め、繰り返し実施する必要がある。 

・ 家計簿の効果の発現には時間を要することから、継続的に家計簿を記帳していく
ことが重要である。 

 

プロジェクト１４－２． 識字教育プロジェクト 

目的 特に女性の中に十分な教育を受けておらず、読み書きに対する教育の場を望む声が多
い。キンペセにおいては、NGO などによって運営されている簡単な読み書きを教え
る場が設けられているものの、村においては見られない。 

本プロジェクトでは、村において識字教育を実施する場合の課題を整理し、住民によ
る識字教育の場の持続的運営が可能かどうかを検証した。 

実証項目 識字教育の運営体制の構築 

識字教育の先生養成 

 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での
研修 

住 民 ／
CECO 

2009年 3月 
- 全村を対象とした識字教育に関する
研修 

2 
識字教育研
修 

住 民 ／
CECO 

2009年 9月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによるニーズの確認 
- 作業グループによる住民主体の識字
教育体制の検討 

- 識字教育先生の養成研修 
- 識字教育の実施 

実施内容 

3 PP評価会 住民 2009年 10月 
- 各村での識字教育実施状況や実施条
件についての意見交換 

対象地域 Kilueka ルート 

 Ndunguidi、Mbanza Ndamba、Kilueka Site 

Nkondo ルート 

 Nkondo Site 
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プロジェクト１４－２． 識字教育プロジェクト 

実施条件 継続的に村の中で識字教育を実施していきたいという住民意向がある 

先生および生徒間で授業の進め方について双方が納得する 

生徒から先生に対する謝礼金を明確にし、双方が納得する 

期待される成
果 

識字教育の運営体制の構築 

・ 作業グループの結成 

・ 村内ニーズの確認（識字教育を受けたい人数の把握） 

・ 村内での識字教育者候補の確認 

・ 継続的運営体制の確保（運営費用の概算算定、費用確保体制の検討等） 

識字教育の先生養成 

・ 村での識字教育実施者の育成 

・ 村での識字教育の試行 

村での識字教育の継続的実施 

・ 実施教材 

・ 実施時間 

・ 講師への謝礼体制 

本 PP の結果
と評価 

識字教育の運営体制の構築 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- 作業グループによって村のニーズ、先生が確保された。 

- PP 評価会アンケートによると、作業グループメンバー選出の際は、「責任感
のある人」「モデルとなる人」「正直な人」「知識のある人」「行いの良い人」
を選ぶことが重要であるとの回答があげられた。また、作業グループとしては、
「組織として機能すること」「男女混成であること」「メンバーが全員貢献す
ること」等が重要であるとの回答があげられた。 

- 運営費の概算が算出され、運営費の拠出方法を明確にした。 
 
・ 村内での識字教育者候補の確認 

- 6 人の村での識字教育実施者が選出され、育成された。内訳は、Ndunguidi の
Kisoka Soukine氏（43歳、女性）、Mbanza Ndambaの Nkia Wete Therese氏（32

歳、女性）と Mkiambi Angelique氏（36歳、女性）、Kilueka Siteの Dinayame

氏（32歳、女性）と Antonio Castelo氏（40歳、男性）、Nkondo Siteの Isabelle 

Antonio氏（38歳、女性）である。 
 

・ 継続的運営体制の確保 

- PP評価会アンケート回答者 25人全員が今後も継続して村での識字教育を実施
していきたいと回答している。 

 
識字教育の先生養成 

・ 村での識字教育実施者の育成 

- 教え方に関する研修を実施した。 

- 識字教育実施者の育成研修終了後のアンケート回答者全員（6人）が、研修教
材内容は「良かった」、1週間の研修期間は「ちょうど良かった」、研修内容
を「よく理解した」と回答している。 

- その後行なった PP 評価会でのアンケート結果によると、研修内容について、
Mbanza Ndamba村の 2名は「まあ理解した」、残りの 4名は「よく理解した」
と回答している。 

 
・ 村での識字教育の試行 

- 識字教育実施者の育成研修終了後のアンケート回答者全員（6人）が、村での
識字教育は「1週間に 3回程度」行なうのが良いと回答している。 

- PP評価会でのアンケート結果によると、村での識字教育の回数は、Nkondo Site
では｢月 8回程度｣、Ndunguidiでは「月 12回程度」、Mbanza Ndambaでは｢月
8回程度｣、Kilueka Siteでは「月 12回程度」行なうのが良いと回答している。 

- 識字教育実施者の育成研修終了後のアンケートによると、当面の村での識字教
育実施対象者数は、Nkondo Site40人、Ndunguidi6人、Mbanza Ndamba33人、
Kilueka Site10人である。 
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プロジェクト１４－２． 識字教育プロジェクト 

村での識字教育の継続的実施 

・ 実施教材 

- PP 評価会でのアンケート結果によると、識字教育の教材として利用したいも
のは、本質門回答者（17 人）全員が「小学校の教科書（17 回答）」を挙げて
おり、次いで「携帯電話（2 回答）」「医薬品の説明書（1 回答）」が挙げら
れた。 

 
・ 識字教育実施時間 

- PP 評価会でのアンケートによると、識字教育の実施時間としては、Ndunguidi

村の 2名共が 07：30～09：30、Nkondo Siteの 1名が 08：00～09：00をあげた
が、他の村の人々20名は 15:00～17:00を、Nkondo Site の 2 名は 15:00～17:00

をあげている。（15:00～17:00 が良いと回答した 20 名の内訳は、Nkondo Site

の 5名、Mbanza Ndamba の 11名、Kilueka Siteの 4名である。） 
 
・ 講師への謝礼体制 

- PP 評価会でのアンケート結果によると、村での識字教育実施者への謝礼は、
Nkondo Site では｢1 回あたり 210FC｣、Ndunguidi では「1 回あたり 750FC」、
Mbanza Ndambaでは｢1回あたり 300FC｣、Kilueka Siteでは「1回あたり 100FC」
が良いと回答している。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 識字教育実施者選出の際は、「責任感のある人」「モデルとなる人」「正直な人」
「知識のある人」「行いの良い人」を選出することが重要である。 

・ 識字教育実施グループ結成の際は、「組織として機能すること」「男女混成であ
ること」「メンバーが全員貢献すること」に留意することが重要である。 

・ 継続的な実施のためには住民が主体となって運営可能な識字教育の体制を構築
することが重要である。 

 

プロジェクト１５． 小規模手工芸プロジェクト 

目的 マットやかごの材料となる竹材等は見られるものの、実際に手工芸を実施している住
民は非常に少ない。また、現地調査を通じて農作業はもちろん他の作業についても共
同で作業するという姿は、見られない。 

本プロジェクトでは、家庭で使用できる帽子や手提げかばん等を数名程度のグループ
で行い、家庭で使用するこれらの製品を作成するとともに、共同作業を行う場として
当プロジェクトを活用する。 

実証項目 手工芸作業グループによるグループ活動の実施 

地域資源活用による期待される成果物の種類の検討 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での
研修 

Kimpese に住む
工芸職人 

2009年 3月 

 
- 全村を対象とした手工芸に
関する研修 

 

2 

ビニール袋
を利用した
バックや防
止の作成 

住民／Kimpese
に住む工芸職人 

2009年 9月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによるニーズ
（どのような物を作るか）の
確認 

- 手工芸研修の実施 

実施内容 

3 PP評価会 住民 2009年 10月 
- ビニール袋を再利用した手
工芸品についての意見交換 

対象地域 Kilueka ルートの Kinanga 

Nkondo ルートの Nkondo Site 

「16. ビニール袋再利用 PP」と共に実施した。 

実施条件 ビニール袋を再利用した手工芸の作成を希望する住民意向がある 

期待される成
果 

手工芸作業グループによるグループ活動の実施 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループによる規約の作成 

・ 手工芸の作成 
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プロジェクト１５． 小規模手工芸プロジェクト 

地域資源活用による成果物の種類の検討 

・ 地域にある素材の確認 

・ 成果物の確認 

本 PP の結果
と評価 

手工芸作業グループによるグループ活動 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- 作業グループによって活動計画（いつ、どこで）が作成された。 
 
・ 作業グループによる規約の作成 

- Kinangaでも Nkondo Siteでも、2回のミーティングで規約が作成された。 

- 作業グループのミーティングの開催頻度は月 1回である。 

- ミーティングでは、組織の運営や必要資機材について協議している。 
 
・ 手工芸の作成 

- ビニール袋を利用した手工芸品を作成する 4日間の研修を実施した。 

- 研修中は、子供を連れた女性が多く参加し、毎日参加する女性が多かった。 

- PP 評価会アンケート結果によると、ビニール袋を再利用した手工芸品の作成
の研修を「よく理解できた人」は 60.9％（14 人）、「まあ理解できた人」は
30.4％（7人）、「あまり理解できなかった人」は 8.7％(2人)いた。 

- PP 評価会では、自分たちで作成した手工芸品を持ち寄り、互いに見比べるな
どの光景が見られた。手工芸品の作成研修をきっかけに知り合いになったり、
話をするようになる等の効果があった。 

 
地域資源活用による成果物の種類の検討 

・ 地域にある素材の確認 

- 村には、パームヤシの葉、つる等の自然資源があることが確認された。 
 
・ 成果物の検討 

- 作業グループによって何を作るかという話し合いが持たれた。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 講師の指導があると、住民はビニール袋を再利用した手工芸品を作成できる。 

・ 作成した手工芸品は、販売せずに住民自身が利用する。 

・ 研修には子供を連れた女性も参加可能である。手工芸品の作成研修をきっかけに
知り合いになったり、話をするようになる等の住民同士のつながりが強化される。 

 

プロジェクト１６． ビニール袋再利用プロジェクト 

目的 対象地域の村人は、自分の家屋周りについては普段からきれいにしているものの、村
内全体を見ると散在しているビニール袋によって、景観が損なわれている。村によっ
ては、積極的に掃除を行っているものの、多くの村では、このようなビニールゴミが
散乱している。 

本プロジェクトでは、村人全員が参加する活動の場として当プロジェクトを実施し、
村内をきれいにするとともに住民の連帯感を高める。また、村内美化に当たっては、
主なゴミであるビニール袋の活用方法等も住民間で話し合い、ビニールゴミを削減す
るという意識を向上させる。 

実証項目 ゴミ収集を通じての村人全員参加による共同作業実施 

村内美化運動の実施によるゴミの無散乱 
実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 Kimpeseでの研修 調査団 
2009 年 3
月 

- 全村を対象としたビニール袋再
利用に関する研修 

2 
各村でのビニール
袋の収集 

PP アニメー
ター／村人 

2009 年 5
月～ 

- 作業グループの結成 
- 美化運動日の決定 
- 美化運動の実施 

3 
ビニール袋の有効
利用（帽子、手提
げかばん等） 

村 人 ／
Kimpese に
住む講師 

2009 年 9
月 

- ビニール袋から作成する成果物
の検討 

- ビニール袋の利用 

実施内容 

4 PP評価会 村人 
2009年 10
月 

- 村での美化運動についての意見
交換 

- ビニール袋の再利用状況につい
ての意見交換 
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プロジェクト１６． ビニール袋再利用プロジェクト 

対象地域 Kilueka ルートの Kinanga 

Nkondo ルートの Nkondo Site 

「15. 小規模手工芸 PP」と共に実施した。 

実施条件 特になし 

本対象地域にはゴミの散乱している村が多く、このような村で実施していくのが望ま
しい。 

期待される成
果 

ゴミ収集を通じての村人全員参加による共同作業実施 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループから村人への美化運動に関する広報 

村内美化運動の実施によるゴミの無散乱 

・ 作業グループによるビニール袋の有効利用 

・ 村人全員参加による美化活動の実施 

本 PP の結果
と評価 

ゴミ収集を通じての村人全員参加による共同作業実施 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 
 
・ 作業グループから村人への美化運動に関する広報 

- 作業グループによって美化作業の活動日および活動内容が検討された。 
 

村内美化運動の実施によるゴミの無散乱 

・ 作業グループによるビニール袋の有効利用 

- ビニール袋から帽子や手提げかばんが作成された。 

- Kinangaと Nkondo Siteでビニール袋再利用研修が実施された。 

- PP評価会アンケート回答者 23人全員が、今後もビニール袋の再利用を継続し
たいと回答している。 

・ 村人全員参加による美化活動の実施 

- 住民のあげるゴミで最も多いのは「生ゴミ」で、「アカシアの葉」等の「落ち
葉」もあげられている。 

- Kinangaでも Nkondo Siteでも、月 4回ゴミ集めが行なわれている。 

- 各村にごみ収集のための穴が整備された。 

- 美化活動により、村内がきれいになった。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 住民が共同で美化運動を実施する。 

・ ビニール袋の再利用を継続したいという住民意向が多くあり、継続的なビニール
袋の再利用研修の実施が望ましい。 

 

プロジェクト１７． 余暇満喫プロジェクト 

目的 本調査対象地域は無電化地域でテレビや映画等の娯楽も限られており、村での楽しみ
がないため若者が村に定着しないという事がしばしば課題としてあげられてきた。村
の課題の聞き取りを行っていると、余暇に何をして良いのか分からないというような
話が出てくる。若い男子は、週末にサッカーをしたりしているが、他に楽しむような
ものがない。 

本プロジェクトでは、このような村の現状に対する対策を住民自らが考え、実施して
いくことを目指した。また、本プロジェクトでは地域住民が共同で活動を実施する事
により、地域住民の結びつきを強める。 

実証項目 スポーツや“遊び”を通じての村内の住民および他村の住民との交流の活性化 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での研
修 

CECO 2009年 3月 
- 全村を対象とした、各種スポ
ーツや“遊び”の紹介 

2 
スポーツ振興
準備 

住民 2009年 4～10月 
- 作業グループの結成 
- 作業グループによるスポー
ツ大会開催の計画 

3 
第 1回スポーツ
大会の開催 

住民／調査団 2009年 8月 
- Kilueka ルート対 Nkondo ル
ートでサッカー大会を実施 

実施内容 

4 
第 2回スポーツ
大会の開催 

住民／調査団 2009年 10月 
- Lukunga 渓谷開発委員会チ
ーム対 JICA調査団チーム、
Kilueka ルート対 Nkondo ル
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プロジェクト１７． 余暇満喫プロジェクト 
ートでサッカーおよび縄跳
び大会を実施 

対象地域 全村：スポーツ大会は Kiluekaルートと Nkondoルートの対決で行なった。 

実施条件 特になし 

組織強化の一環として半年 1度程度定期的に実施していくことが望ましい。 

期待される成
果 

スポーツや“遊び”を通じての村内の住民および多村の住民との交流の活性化 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループによるスポーツ大会の開催計画作成 

・ スポーツ大会の開催 

本 PP の結果
と評価 

スポーツや“遊び”を通じての村内の住民および多村の住民との交流の活性化 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- 作業グループによって、女性を含めたサッカー、縄跳び等の“遊び”が紹介され
た。 

- PP評価会のアンケート結果（回答者 48人）によると、村でのスポーツで、男
子がするのは「サッカー」が最も多く、次いで「縄跳び」が多い。女子がする
のは「縄跳び」が最も多く、次いで「手遊び」「サッカー」である。 

 
表 男女別、村でされているスポーツや遊び 

 サッカー バレーボール バスケットボール 縄跳び かけっこ 手遊び 

男子 43（89.6%） 1（2.1%） 0（0.0%）13（27.1%）1（2.1%） 5（10.4%）

女子 7（14.6%） 1（2.1%） 1（2.1%）31（64.6%）0（0.0%） 12（25.0%）
 
・ 作業グループによるスポーツ大会の開催計画作成 

- 作業グループによって大会の開催計画が作成された。 
 

・ スポーツ大会の開催 

- 全村からの参加者によってスポーツ大会が開催された。 

- 大会終了後も、参加者同士で連絡を取り合うようになった。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 若者の村への定着推進のために、スポーツや遊びなどで余暇を楽しむことも重要
である。大会を通じて、村内でのスポーツが活発になる。 

・ 共同集出荷や道路の維持管理のためには、今後、さらに他村と連携することが重
要である。 

 

(4) 公共施設改善プログラム 

プロジェクト１８－１． 保健医療施設環境改善プロジェクト 

目的 本調査対象地域のヘルス・センターは衛生面で問題のあるものが多い。 

本プロジェクトでは、簡単な改修を必要とするヘルス・センターを改修し、合わせて
住民による維持管理体制を構築する。 

実証項目 主な疾患（マラリアおよび下痢）に対する住民の理解力向上 

数村の住民参加による公共施設（診療所）の改修および維持管理 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
行政との検討･
調整 

住民／保健省
／セクター職
員／調査団 

2009 年 2
～3月 

- ヘルス・センター改修に関する
行政との協議 

2 
Kimpese での研
修 

保健省 
2009 年 3
月 

- 全村を対象とした保健に関する
研修 

3 
住民組織主導に
よる現状分析 

住民／保健省 
2009 年 3
～10月 

- ヘルス・センターの利用状況を
含め、地域で必要な医療保健内
容の確認 

4 
既存保健施設の
利用環境の改善 

住民／保健省 
2009 年 6
～10月 

- 受益複数村による作業グループ
の結成 

- 改修計画の作成 
- 複数村からの住民による改修実
施 

実施内容 

5 PP評価会 住民 2009年10月 -  
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プロジェクト１８－１． 保健医療施設環境改善プロジェクト 

対象地域 Kilueka ルートの Kinanga のヘルス・センター、Kiluekaのヘルス・センター 

Nkondo ルートの Malanga のヘルス・センター 

実施条件 複数村が便益を受けるヘルス･センターの改修に当たっては、便益を受ける村落全て
が係わる住民組織があること 

期待される成
果 

数村の住民参加によるヘルス・センターの改修および維持管理 

・ 複数村からなる作業グループの結成 

・ 作業グループによる改修計画の作成 

・ 複数損の住民が参加した簡易改修工事の実施 

・ 作業グループによる維持管理計画の作成 

本 PP の結果
と評価 

数村の住民参加によるヘルス・センターの改修および維持管理 

・ 複数村からなる作業グループの結成 

- PP評価会アンケート結果によると、Malanga citéヘルス・センターのメンバー
は 9人、Nkondo Siteのヘルス・センターは 10人、Kinangaのヘルス・センタ
ーは 19人、Kiluekaのヘルス・センターは 12人いる。 

 
・ 作業グループによる改修計画の作成 

- 作業グループによって改修工事の計画書が作成された。 
 

・ 複数村の住民が参加した改修工事の実施 

- 複数村の住民が参加した改修工事が実施された。 

- PP 評価会アンケート結果によると、ヘルス・センターを改修する際の留意点
として、「看護士のサポートがあること」「雨漏りのしない屋根とすること」
「床をきれいにすること」「きれいな塗装とすること」「トイレをきれいにす
ること」「医薬品を確保できるだけの予算を確保しておくこと」などが挙げら
れている。 

 
・ 作業グループによる維持管理計画の作成 

- 作業グループによって維持管理計画書が作成された。 

- PP 評価会アンケート結果によると、ヘルス・センターの維持管理費として、
Malanga のヘルス・センターでは 1 世帯あたり月 100FC、Kinanga のヘルス・
センターでは 100FCあるいは 500FCあるいは 1,000FC徴収している。 

- 同アンケート結果によると、ヘルス・センターの維持管理費の捻出方法として
「コミュニティ圃場を設けること」が多くあげられている。 

- 同アンケート結果によると、ヘルス・センター維持管理に必要な資金の村人か
らの徴収について、「実施している」と回答している人は 48.5％（16 人）、
「実施していない」と回答している人は 51.5％（17人）だった。Malanga Gare、
Zamba、Wene、Ndunguidi、Kinanga、Kisiama では「実施している」との回答
が多く、Malanga Cité、Nkenge、Lusasa、Nkondo Site、Nkondo、Mbanza Ndamba、
Kiluekaでは「実施していない」との回答が多い。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 複数村が利用するヘルス・センターの改修は、便益を受ける複数村で組織された
作業グループを形成する。 

・ ヘルス・センターの改修にあたっては、特に「看護士のサポートがあること」「雨
漏りのしない屋根とすること」「床をきれいにすること」「きれいな塗装とする
こと」が重要である。 

・ ヘルス・センターの維持管理費として、1ヶ月 1世帯あたり 100～1,000FC徴収可
能である。 

・ ヘルス・センターの維持管理方法としてはコミュニティ圃場の整備が一案として
考えられる。 

・ 新規のヘルス・センターの整備は、保健省による看護士の支援等が必要で、住民
主導では実施困難である。 

 

プロジェクト１８－２． 保健アニメーター活動プロジェクト 

目的 対象地域では、マラリアおよび下痢の罹患率が高いが、これらの疾患は予防すること
も可能である。 

本プロジェクトでは、対象地域での主な疾患となっているマラリアや下痢や
HIV/AIDSの予防や出産育児の啓蒙を主目的に、住民に対する予防のための啓発活動
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プロジェクト１８－２． 保健アニメーター活動プロジェクト 

を行うために、アニメーターを育成する。 

実証項目 保健アニメーターの活動の活性化 

主な疾患（マラリアおよび下痢）に対する住民の理解力向上 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
行政との検討･
調整 

住民／保健省
／セクター職
員／調査団 

2009 年 2～3
月 

- アニメーターの育成、診療所
改修に関する行政との協議 

2 
Kimpese での研
修 

保健省 2009年 3月 
- 全村を対象とした保健に関
する研修 

3 
住民組織主導に
よる現状分析 

住民 
2009 年 3～
10月 

- 保健アニメーターが継続し
て村での活動を実施できる
ような体制作りについての
検討 

4 
保健アニメータ
ーの育成 

保健アニメー
ター／保健省 

2009年 9月 
- 作業グループによるアニメ
ーターの指名 

- 保健アニメーターの研修 

5 
保健アニメータ
ーの啓発活動 

住民／保健ア
ニメーター 

2009 年 9～
10月 

- 住民に対する啓発活動の実
施 

実施内容 

6 PP評価会 住民 2009年 10月 

- ヘルス・センターの改修状況
についての意見交換 

- 継続的なヘルス・センター維
持管理についての意見交換 

対象地域 全村 

保健省 Kimpese Sectorでは、ヘルス･センターの保健士、保健用アニメーターを対象
に、マラリア･下痢等の簡易検査キットを含む、必要最低限の医療品を配布している。
5km 圏内に 1 箇所配布しており、本調査対象地域内では、Nkondo Site ルートの
Malanga、Kiasungua、Kilueka Site ルートの Wene/Ndunguidi、に配布されている。し
たがって、これらが重点地域である。 

実施条件 整備したヘルス・センターを維持管理できる住民組織がある。 

複数村が便益を受けるヘルス･センターの改修に当たっては、便益を受ける村落全て
が係わる住民組織がある。 

期待される成
果 

保健アニメーターの活動の活性化 

・ 保健アニメーターの活動状況の確認 

・ マラリアおよび下痢に対する啓発活動内容の習得 

・ 紙芝居を用いた啓発活動の習得 

主な疾患（マラリアおよび下痢）に対する住民の理解力向上 

・ 住民がアニメーターによる活動で、予防に関する知識を獲得 

本 PP の結果
と評価 

保健アニメーターの活動の活性化 

・ 保健アニメーターの活動状況の確認 

- PP 評価会アンケート結果によると、各村での保健アニメーターの数は、
Malanga Gareで 2人、Malanga Citéで 7人、Zambaで 2人、Nkengeで 1人、
Lusasaで 2人、Nkondo Siteで 3人、Weneで 4人、Nkondoで 3人、Ndunguidi

で 2人、Kinangaで 2人、Kisiamaで 2人、Mbanza Ndambaと Kiluekaは共同で
4人いる。 

 

・ マラリアおよび下痢に対する啓発活動内容の習得 

- 18 人の保健アニメーターの再研修が実施された。再研修は、村での疾患が多
い「マラリア」と出産の際の母子の健康維持のための「出産育児と HIV./AIDS」
について行なった。 

- 保健アニメーターの再研修直後のアンケート回答者（18 人）全員が、「研修
内容は良かった」と回答している。 

- 同アンケート結果によると、3 日間の研修期間は、50.0％（9 人）が「短かっ
た」、11.1％（2 人）が「最適だった」、38.9％（7 人）が「妥当だった」と
回答している。 

- 同アンケート結果によると、研修内容の理解度については、61.1％（11 人）
が「十分理解した」、38.9％（7人）が「まあ理解した」と回答している。コ
メントとしては、「更に再研修を実施してほしい」「Kimpeseの学校等と協力
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プロジェクト１８－２． 保健アニメーター活動プロジェクト 

して活動したい」などが挙げられた。 

- PP 評価会アンケート結果によると、保健アニメーターが村で実施している活
動として「健康促進についての啓蒙活動」「マラリアについての情報」
「HIV/AIDS予防策」「ワクチン接種の促進」「妊婦への助言」「乳幼児の体
重の継続的計測」「家族計画」「周辺清掃美化活動」「飲料水確保の方法」
「互いの見回り・助け合い」「女性のエンパワーメント」「現場の状況およ
び各人の活動状況の IMEへの報告」等が挙げられている。 

 
主な疾患（マラリアおよび下痢）に対する住民の理解力向上 

・ 多くの住民が予防の重要性を理解した。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 保健アニメーターを対象とした再研修では、村での疾患が多い「マラリア」と出
産の際の母子の健康維持のための「出産育児と HIV./AIDS」は効果的である。 

・ 保健アニメーターの活動としては、まず「健康促進についての啓蒙活動」「マラ
リアについての情報」「HIV/AIDS 予防策」「ワクチン接種の促進」等の疾病罹
患予防の活動がある。次に「妊婦への助言」「乳幼児の体重の継続的計測」「家
族計画」等の出産育児に関する活動がある。この他、村の美化活動の推進や女性
のエンパワーメント等の活動もある。 

 

プロジェクト１９． 給水施設環境改善・維持管理プロジェクト 

目的 対象地域では、井戸が整備され安全な水にアクセスできる村落は少ない。また、水質
が良好な湧水を利用している村でも、雨期期間中は湧水にアクセスできないなどの問
題を抱えている。 

本プロジェクトでは、井戸の建設から施設の運営維持管理、また、塩素殺菌による水
質管理が村民によって実施できるように、井戸担当住民の育成を図る。 

実証項目 住民参加による井戸建設 

作業グループによる維持管理の体制 

住民の維持管理への理解 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese での
研修 

保健省 2009年 3月 
- 全村を対象とした水施設の
維持管理に関する研修 

2 
給水施設に関
して行政との
調整･検討 

住民／保健省／
セクター職員／
調査団 

2009 年 2～5
月 

- 保健省 Kimpese Sectorとの井
戸整備に関する協議 

3 
給水施設維持
管理体制につ
いての検討 

住民／保健省／
セクター職員 

2009 年 3～10
月 

- 作業グループの結成 
- 作業グループによる維持管
理計画の作成 

- 作業グループによる維持管
理体制の検討 

- 住民に対する維持管理に関
する説明および住民の理解 

4 
給水施設の整
備 

住民／保健省／
セクター職員／
調査団 

2009 年 6～10
月 

- 住民参加による井戸建設実
施 

実施内容 

5 PP評価会 住民 2009年 10月 
- 今後の維持管理体制につい
ても、それぞれの管理組織に
ついての意見交換 

対象地域 Kiluekaルート：Kisiama、Wene 

Nkondoルート：Mawewe、Nkenge 

実施条件 整備した給水施設を維持管理できる住民組織がある。 

期待される成
果 

住民参加による井戸建設 

・ 作業グループ結成 

・ 井戸掘削 

作業グループによる維持管理の体制 

・ 作業グループ主体で、維持管理計画の作成 

・ 維持管理計画に関する住民への説明 

住民の維持管理への理解 

・ 水利費徴収の必要性の理解 
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プロジェクト１９． 給水施設環境改善・維持管理プロジェクト 

本 PP の結果
と評価 

住民参加による井戸建設 

・ 作業グループの結成 

- 作業グループが結成された。 

- PP評価会アンケート結果によると、井戸維持管理作業グループのメンバーは、
Weneが 10人、Kisiamaが 6人、Nkengeが 7人、Maweweが 10人である。 

- 井戸利用に関する規約、グループの活動内容を明確にした。 

- PP評価会アンケート結果によると、井戸維持管理作業メンバーは月平均 2回ミ
ーティングを行なっており、「井戸周辺への植樹」「維持管理費の積み立て」
「井戸周辺の清掃」「井戸使用時間」等について話し合っている。 

 

・ 井戸掘削 

- 作業グループが井戸建設箇所を選定し、保健省がこれを確認した。 

- 住民が井戸掘削の作業に参加した。 

- Maweweの井戸（深さ 5m）を整備するのに 6,699US$要した。 

- 4箇所とも約 5～7mで水源が確保できた。 

 

作業グループによる維持管理体制 

・ 作業グループ主体で、維持管理計画の作成 

- 作業グループにより運営維持管理計画が作成された。 

- 給水施設を適正に維持管理していくためのきまりができた。きまりとして「井
戸周辺での食器や衣類洗浄の禁止」「井戸へのゴミ投棄の禁止」「周辺への植
栽」等があげられている。 

- 多くの村で井戸利用時間が決められている。 

 

表 給水施設維持管理のためのきまり 
ルート 村 きまり 

Kisiama 

- 10時までに水利用を済ませること 
- 井戸での食器洗浄の禁止 
- 井戸での足洗いの禁止 
- 井戸はトイレではないこと 

Kilueka 
ルート 

Wene 
- 井戸周辺での入浴の禁止 
- 井戸での食器洗浄の禁止 
- 維持管理 

Mawewe 
- 井戸での食器や衣類洗浄の禁止 
- 井戸周辺での入浴の禁止 

Nkondo 
ルート 

Nkenge 

- 井戸での食器や衣類洗浄の禁止 
- 井戸利用時間の遵守 
- メンバーによるグループリーダー発表事項の尊重 
- グループリーダーによるメンバー意見の尊重 
- 井戸周辺への植林および植栽 
- ゴミ投入の禁止 
- 井戸はトイレではないこと 
- 維持管理費積立金 
- 井戸の維持 
- 愛 

 

・ 維持管理計画に関する住民への説明 

- 住民に対して、運営維持管理に関する説明を行った。 

- PP評価会アンケート結果によると、全ての住民が井戸の維持管理の重要性を認
識している。 

- 井戸を維持管理していくため、各村へ約 950US$分の資機材を提供し、村人が
管理している。 
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プロジェクト１９． 給水施設環境改善・維持管理プロジェクト 

表 維持管理用の資機材一式 

資機材 
数量 

（個） 
単価 

（US$） 
合計金額 
（US$） 

鎌 machettes machetes 2 6.2 12.4 
鍬 houes hoes 2 6.2 12.4 
スペード beches spades 2 5.0 10.0 
釘抜き tenailles pincers 1 2.5 2.5 
ハンマー marteau ord. hummer 1 4.5 4.5 
シャベル peles shovel 2 3.8 7.5 
鉄バケツ scie a metaux metal saw 1 4.3 4.3 
鋸 lames de scie blade 3 3.0 9.0 
レベル niveau level 1 9.0 9.0 
木鋸 scie a bois wood saw 1 3.0 3.0 
金槌 5kg marteau de 5kg hummer5kg 1 10.0 10.0 
ピクサス pioches pickaxe 2 8.8 17.5 
ペンチ pince pliers 1 2.0 2.0 
バケツ sceuax galv. bucket 3 7.5 22.5 
バロー brouette barrow 1 50.0 50.0 
紐 ficelle string 1 3.0 3.0 
グリス graisse grease 3 3.0 9.0 
ブラシ brosse metal. brush 3 2.5 7.5 
ロープ corde rope 6 0.7 4.2 
ホイスト Hoist Hoist 1 250 250.0 
モジュール Module Module (Form) 1 500 500.0 

合計 950.3 

住民の維持管理に対する理解 

・ 水利費徴収の必要性の理解 

- 多くの住民が運営維持管理の内容を理解した。 

- 水利費徴収の必要性について、作業グループが繰り返し住民へ説明している。 

- PP実施村落で井戸維持管理のための積み立てを開始している。 

- 井戸維持管理のための積み立ては、1ヶ月 1世帯あたり 500～600FCである。 

表 井戸維持管理のための積立金 
ルート 村 積立金 

Kisiama 500FC／世帯／月 27世帯 162.000FC／年 Kilueka ルート 
Wene 500FC／世帯／月 60世帯 360,000FC／年 
Mawewe 600FC／世帯／月 6世帯* 43,200FC／年 Nkondo ルート 
Nkenge 500FC／世帯／月 34世帯 204,000FC／年 

* Maweweの人口 30人より世帯数を推察。数世帯が共同で生活しているため、世帯数
の完全な分離は困難。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 井戸を整備した後、利用時間を決め、利用者全員が納得し、遵守する必要がある。 
・ 継続的な井戸利用のためには、「井戸周辺での食器や衣類洗浄の禁止」「井戸へ

のゴミ投棄の禁止」「周辺への植栽」等のきまりを設け、利用者全員が納得し、
遵守する必要がある。 

・ 井戸の維持管理費として、1ヶ月 1世帯あたり 500～600FC徴収可能である。  
 

プロジェクト２０． 教育施設環境改善プロジェクト 

目的 対象地域の小学校は、3 箇所（Nkondo ルート）および 4 箇所（Kilueka ルート）であ
り、半数以上の村落には小学校が無く、学校が無い村落の住民は、他村落の小学校に
通っている。低学年の児童の場合、体力的に通学が大変であるだけではなく、学校へ
の往復時に事故などの危険と遭遇する可能性も高い。また、経済的な理由から教育を
続けて受けられない場合も多い。 

本プロジェクトは、既存教育施設（学校）の修復を行なう。また、将来的には、低学
年用児童を対象とした寺子屋の整備することや、学費を補助するために、学校に隣接
した畑を整備し、畑からの収入を学費に充当することも考えられる。 

実証項目 教育施設利用対象住民による公共施設に対する維持管理の必要性の理解 

施設利用対象住民による施設の改修 

数村の作業グループによる運営維持管理体制の構築 
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プロジェクト２０． 教育施設環境改善プロジェクト 
実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
Kimpese
での研修 

教育省 
2009 年 3
月 

- 教育施設改修に関する行政との協議 

2 
教育省と
の協議 

住民／教育
省／セクタ
ー職員／調
査団 

2009 年 2
～4月 

- 村落別、教育施設整備および利用方針に
ついて、行政との検討･調整 

3 
村内寺子
屋の整備
の検討 

住民 
2009 年 3
～10月 

- 作業グループによる小学校 1-2 年生が遠
距離を通学しなくても学べるような施設
のニーズ把握 

- 寺子屋の運営計画の作成（生徒数、先生
の確保、先生に対する謝礼など） 

4 
既存教育
施設の修
復 

住民 
2009 年 3
～10月 

- 数村からなる作業グループの結成 
- 作業グループによる改修計画の作成 
- 教育施設利用数村からの住民参加による
改修工事実施 

- 作業グループによる維持管理計画の作成 

実施内容 

5 PP評価会 住民 
2009年 10
月 

- 教育施設の改修状況についての意見交換 
- 継続的な教育施設維持管理についての意
見交換 

対象地域 Kiluekaルート 

Kinanga（Betelemi）、Wene、Kilueka-Site、Mbanza Ndambaの既存教育施設の修復 

Nkondoルート 

Malanga Cité、Kiasungua、Mpeteの既存教育施設の修復 

実施条件 整備した教育施設を維持管理できる住民組織がある。 

複数村が便益を受ける教育施設の改修に当たっては、便益を受ける村落全てが係わる
住民組織がある。 

期待される成
果 

教育施設利用対象住民による公共施設に対する維持管理の必要性の理解 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループによる教育施設の運営維持管理の内容把握 

教育施設利用対象住民による施設の改修 

・ 作業グループによる改修計画の作成 

・ 作業グループが主体となり、住民参加による改修の実施 

数村の作業グループによる運営維持管理体制の構築 

・ 作業グループによる運営維持管理計画の作成および体制の構築 

本 PP の結果
と評価 

教育施設利用対象住民による公共施設に対する維持管理の必要性の理解 

・ 作業グループの結成 

- 数村の住民による作業グループが結成された。 

- グループ活動のための規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明
確にした。 

 
教育施設利用対象住民による施設の改修 

・ 作業グループによる改修計画の作成 

- 作業グループによって改修計画が作成された。 

- Ndunguidiからの住民参加によって、改修工事が実施された。 
 
数村の作業グループによる運営維持管理体制の構築 

・ 作業グループによる運営維持管理計画の作成および体制の構築 

- 作業グループが主体となり、教育施設の運営維持管理計画が作成された。 

- 運営維持管理に関する住民説明が行われた。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 複数村が利用する教育施設の改修は、便益を受ける複数村で組織された作業グル
ープを形成する。 

・ 教育施設の維持管理方法としてはコミュニティ圃場の整備が一案として考えられ
る。 

・ 新規の教育施設の整備は、教育省による教師の支援等が必要で、住民主導では実
施困難である。  
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プロジェクト２１． フィーダー道路整備プロジェクト 

目的 幹線道路より離れた場所に位置する集落へのフィーダー道路について、状況の悪い箇
所について住民の手により補修を行う。 

本プロジェクトでは、橋梁の舗装、住民参加による道路改修等を行なった。 

実証項目 フィーダー道路の簡易修復 

住民による簡易道路整備 

実施項目 実施者 実施期間 内容 

1 
住民による道路整備
の必要性確認 

住民／セクター
／DVDA／CLER 

2009 年 2～
10月 

- 維持管理内容の理解 
- 維持管理体制の構築 

2 住民のトレーニング 
住民／セクター
／DVDA／CLER 

2009 年 2～
10月 

- DVDA／CLER による
維持管理者への維持管
理トレーニングの実施 

3 橋梁の修復 DVDA 
2009 年 9～
10月 

- Nkondo と Ndunguidi 間
の橋梁の修復 

実施内容 

4 
住民参加の簡易道路
改修 

住民／セクター
／DVDA／CLER
／Agrisud アニメ
ーター 

2009 年 7～
10月 

- 住民参加による道路改
修を実施 

対象地域 Nkondoと Ndunguidi間の道路の一部 

実施条件 整備後も住民が維持管理を行なう 

期待される成
果 

住民組織による維持管理組織の運営 

・ 作業グループの結成 

・ 作業グループによる改修箇所の改修計画作成 

住民による簡易道路整備 

・ 住民参加による簡易道路整備の実施 

本 PP の結果
と評価 

住民組織による維持管理組織の運営 

・ 組織運営 

- 作業グループが結成された。 

- 作業グループによって改修必要箇所が認識された。 

- 作業グループによって改修計画書が作成された。 

住民による簡易道路整備 

・ 住民参加によって Nkondoと Ndunguidi間の道路の一部が改修された。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・ 簡易な道路改修工事であれば、住民参加で実施可能である。 

 

プロジェクト２２． 道路維持管理プロジェクト 

目的 コミュニティ道路の維持管理は、道路状態を良好に保ち、開発の効果を継続するため
に、必ず行わなければならないものである。ただし、現状では既存の行政に、維持管
理を期待することはできない。 

本プロジェクトでは、地域内の主要道路である Kiluekaルートにおいて、道路維持管理
を住民委員会中心に実施する体制を構築する。なお、Nkondoルートについては、2005

年に CTBの援助によって改修された後に、維持管理組織として CLERが設立されたた
め、その枠組みをそのまま活用する。 

活動内容は、①委員会を中心とした維持管理体制の整備、②道路維持管理研修と維持
管理者の育成で、活動には予算の確保も含まれる。 

実証項目 道路維持管理体制の構築 

住民による維持管理内容の理解 

実施項目 実施者 実施期間 備考 

1 
維持管理の重要性
の啓発活動 

村長／
CLER／調

査団 

2008 年 10
月～2009年
10月 

- 道路の維持管理の必要性の説明 
- 維持管理内容の説明 

2 
住民組織の結成と
維持管理体制の構
築 

住民／セク
ター／
DVDA／
CLER 

2008 年 11
月～2009年
10月 

- ルート沿いの村代表による管理
グループの結成 

- 維持管理内容の理解 
- 維持管理体制の構築 

実施内容 

3 維持管理者の選定 住民 2009年 4月 
- 各村 3人ずつ維持管理者の選定 
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プロジェクト２２． 道路維持管理プロジェクト 

4 
維持管理者のトレ
ーニング 

住民／
DVDA／
CLER 

2009年 4月
～10月 

- DVDA／CLER による維持管理
者への維持管理トレーニングの
実施 

5 
住民の維持管理ト
レーニング／維持
管理用道具の配布 

住民／
DVDA／
CLER 

2009 年 10
月 

- DVDA／CLER による住民への
維持管理トレーニングの実施 

- 維持管理用の道具の配布 

6 
維持管理活動の実
施 

住民 
2009 年 11
月 

- 住民による維持管理の実施 

対象地域 Kiruekaルート沿いの村 

実施条件 コミュニティ道路沿いの村で実施 

期待される成
果 

道路維持管理組織の運営 

・ Kiluekaルート沿いの村において、維持管理組織体制が構築される。 

維持管理実施体制の構築 

・ 維持管理者用のトレーニングが実施され、知識、技術が取得される。 

・ 住民の道路維持管理に対する理解が深まる。 

本 PP の結果
と評価 

維持管理実施体制の構築 

(a)プロジェクト別住民組織 Aによる作業体制の整備 

-各村 3人ずつの維持管理者が選ばれ、その中から 3人監督者を選出した。 

-各村を 4 グループに分け、各グループ月 1 回の維持管理作業の実施体制（サロンゴ
ベース）を構築された。 

(b)維持管理活動の監視、技術サポートの強化 

-セクター、CCSO、DVDA による維持管理作業の監理、技術サポート体制が構築さ
れた。 

-規約を作成し、構成員の役割、活動内容、規則などを明確にした。 

(c)維持管理用道具の配布 

-プロジェクトにより、維持管理に必要な道具が配布された。これらの道具は、村に
よって管理される体制が構築された。 

(d)道路維持管理活動費の確保 

-維持管理費に必要な金額が算定され、その徴収方法が検討された。 
 
維持管理トレーニング 

(a)DVDA／CLERによる維持管理者研修 

- 4月 16-19日、10月 19日に、維持管理者が約 30人参加した維持管理トレーニング
が実施された。 

-理論、実践を通じ、維持管理内容が理解された。 

(b) DVDA／CLERによる住民への維持管理研修 

-10 月 20-26 日にかけて、住民への維持管理研修が実施された。参加者は平均 XX 人
であった。 

 

維持管理作業の実施 

- 11月下旬より、村人による維持管理作業が実施された。 

-11月下旬より、維持管理者による維持管理作業が開始された。 

コミュニティ
開発計画への
反映事項 

・住民組織による維持管理体制の構築には、作業の監理、技術サポート体制が必要と
なり、そのような役割が持てる組織が存在することが重要である。 

・維持管理を継続するための管理費の徴収システムの導入が必要である。 

・道路維持管理の重要性は、継続して啓発活動を実施する必要がある。 
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牛耕
作付面積
(ha)

単位収量
(ton/ha)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc／ha)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

作付面積
(ha)

単位収量
(ton/ha)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

単位面積（0.50ha)当たりの収益（現況）
0.5 2.5 200 0 0 250,000 - - - - - - - -

単位面積あたりの現況(18ha)および計画(21.6ha)の便益
18.0 2.5 200 0 0 9,000,000 21.60 2.5 200 0 142,800 10,657,200 1,657,200 3,314

1.00 2.5 200 0 6,611 493,389 493,389 987
算出条件
(1) 一対あたりの可能耕作面積：0.225ha/day(10年間の平均）

初年度 0.10
2年次 0.15
3年次以降 0.25
平均 0.225 雨期期間中の12月から3月までの4ヶ月を稼動期間とすると、年間の耕作面積は、21.60ha

4ヶ月×24日×0.225ha= 21.6 ha
(2)計画の耕作面積21.6haは、牛耕によって2割耕作面積を増加させるものであり、現況18.0ha(21.6÷1.2)に相当する。
(3)生産費は、種子は挿木で栽培されることから計上しない。
(4)運営維持管理費は、牛耕に必要な一対の牛および鋤等の代金として1,680US$とし、10年間活動できるものとする。

1,680ドル／10×850Fc＝ 142,800 Fc
(5)収益は、セクター職員からの聞き取りより、キャッサバおよび豆類の栽培によって0.5ha当たり250,000Fc（＝500US$）とする。

野菜栽培
作付面積
(ha)

単位収量
(ton/ha)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc／ha)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

作付面積
(ha)

単位収量
(ton/ha)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

タマネギ 0.15 10.0 400 49,200 0.0 550,800 0.15 10.0 600 49,200 0.0 850,800 300,000 600
タマネギ 1.00 10.0 400 328,000 0.0 3,672,000 1.00 10.0 600 328,000 0.0 5,672,000 2,000,000 4,000

算出条件
(1)野菜栽培での便益は、下記項目が含まれる。
　・高床式苗床利用による、栽培時期の早期化・・・販売価格が高い時に出荷可能
　・コンポスト作成による、土壌改良
　・マルチングによる、散水回数の低減
　・帳場作成による、経営強化
(2)ここでは、高床式苗床利用による販売価格が高い時期の出荷に関して効果を算出する。
(3)算出の単位面積は、対象地域の平均栽培面積0.15haとする。
(4)導入技術の高床式の苗床は、木枠および畑土で整備するため、当該施設による運営維持管理費は特に生じない。

稲作振興
作付面積
(ha)

単位収量
(ton/ha)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc／ha)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

作付面積
(ha)

単位収量
(ton/ha)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

初年度 0.00 0.0 0 0 0.0 0 2.00 3.0 500 0 8,400,000 -5,400,000 -5,400,000 -10,800
次年度以降 0.00 0.0 0 0 0.0 0 2.00 3.0 500 0 0 3,000,000 3,000,000 6,000
5年の年平均 0.00 0.0 0 0 0.0 0 2.00 3.0 500 0 0 1,320,000 1,320,000 2,640

算出条件
(1)対象地域で稲作は実施されていないので、現況では栽培面積は0である。
(2)計画の経費のうち、運営維持管理費は、水田の造成のための経費を初年度分には計上して効果を算出
　・14人×40日×3ドル×500Fc/ドル＝ 840,000 (0.20ha当たりの人件費）
(3)次年度以降は、水田の造成は必要ないので、運営維持管理費は計上していない。

計画現況プロジェクト
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計画現況プロジェクト

養豚 頭数
体重
(kg)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc／１頭)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

子豚頭数
体重
(kg)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

現況 （在来種飼育） 7 9 3,000 18,000 - 171,000 － － － － － － － －
計画 （改良種飼育） - - - - - - 10 17.5 3,000 75,000 127,250 322,750 322,750 646

雌2頭目より、 10 17.5 3,000 17,500 65,250 442,250 442,250 885
雄1頭、雌３頭では、 2,416

算出条件 年2回出産するので、 4,832
(1)現況で飼育されているローカル種と、導入された優良種による比較を行う。
(2)子豚は2ヵ月後に販売するものとし、出産頭数および2ヵ月後の体重は、それぞれ以下の通りである。
　・現況：出産頭数７頭、体重9.0kg
　・計画：出産頭数10頭、体重17.5kg
(3)生産費には、一対の豚の価格を計上する。また、豚舎に用いる床コンクリートのセメントも生産費に計上する。
　・現況：9,000Fc×２頭＝ 18,000 Fc
　・計画：17,500Fc×4頭＝ 70,000 Fc 1対（オス・メス豚）
　　　　　セメント代＝ 40,000 Fc
(4)運営維持管理費には、飼料代金および疾病に対する予防注射代金を計上する。なお、ローカル種はこれらは必要ない。
　・飼料120,000（親豚への飼料代2頭分） 120,000 Fc 豚4頭を導入した場合の投入合計 親豚代 70,000 親豚注射代 20,000
　・注射代4,000（親豚2頭分） 4,000 Fc 443,000Fc セメント代 40,000 子豚注射代 13,000
　・注射代3,250（子豚10頭分） 3,250 Fc 飼料代 300,000

算出条件
(1)養殖に関しては、自家消費用を目的としている。
(2)養殖のための養殖池の整備は、基本的にグループによる土工事であり、初期に投入する稚魚以外の経費は発生しない。
(3)主に村で購入されている、”冷凍アジ”の購入の必要がなくなることによる便益が生じる。

養蜂 頭数
体重
(kg)

価格
(Fc/kg)

生産費
(Fc／１頭)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

-
生産量
(リットル)

価格
(Fc/ﾘｯﾄﾙ)

生産費
(Fc)

運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

- - - - - - - 150 2,000 81,000 20,000 199,000 199,000 398

算出条件
(1)養蜂は、プロジェクトの導入であり、現況の比較は行わない。
(2)蜜箱、対蜂防護服、バケツ等の養蜂1セット初期投資額を生産費として810ドル計上し、耐用年数は5年とする。
　　・養蜂1セットで年間150リットルのハチミツ生産可能。150リットル×2,000Fc/リットル＝300,000Fc
　・運営維持管理費　810ドル÷5年＝ 81,000
(3)運営維持管理費用は、上記生産費のうち毎年更新が必要なポリバケツ40ドルを計上する。

作物運搬 -
扱い量
(sac)

価格
(Fc/kg)

-
運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

-
扱い量
(sac)

価格
(Fc/kg)

-
運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

- - - - - - - 128 1,000 - -68,000 60,000 60,000 120

算出条件
(1)作物運搬に利用するリヤカーは、牛に引かせるタイプとする。
(2)少量の農産物は、自転車による運搬を依頼している。
(3)ここでは、1sacにつき1,000Fcを支出している自転車に変わってリヤカーを利用することによる便益を算出する。
(4)リヤカーの利用は、収穫後１ヶ月間で週4回、一回8sacを運搬する。　4週／月　×　１ヶ月　×　２回／週　×　8sa 128
(5)運営維持管理費は、リヤカー代400ドルを計上し、リヤカーの耐用年数は5年間とする。

-
扱い量
(sac)

価格
(Fc/Sac)

-
運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

-
扱い量
(sac)

価格
(Fc/Sac)

-
運営維持
管理費(Fc)

収益
(Fc)

増加便益
(Fc)

≒（US＄）

集出荷 - 50 25,000 - 0 1,250,000 - 50 30,000 - 100,000 1,400,000 150,000 176

算出条件
(1)共同集出荷所を整備し、主にタマネギを販売価格が高いときに出荷する。
(2)したがって、便益は販売価格の差によって発生する。
(3)計画の運営維持管理費には、貯蔵庫の利用料金を計上した。
　・貯蔵庫の利用料金　1sac×2000Fc＝ 2,000 Fc
(4)便益の算出は、1500m2から収穫される50sacとした。

養殖
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Annex 7.1 Kilueka ルート各村のリソース・マップ 
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Annex 8.1 環境保護関連法規リスト 

Ordonnance du 1er juillet 1914, modifiée par les ordonnances du 25 novembre 1936, du 5 juillet 1940 et du 28 
mars 1942 portant sur la pollution et la contamination des sources, lacs, cours d’eau et parties de cours d’eau 
Decret du 6 mai 1952 portant sur les concessions et l’administration des eaux des lacs et cours d’eau 
Ordonnance du 18 juillet 1953 interdisant de laisser couler des liquides dans les sources, lacs et cours d’eau, 
ou d’y jeter ou y deposer des matières pouvant entraîner la pollution 
Ordonnance du 31 décembre 1958 portant réglementation des cultures irriguées en vue de protéger la salubrité 
publique 
Loi du 20 juillet 1973 portant régime général des biens, régime foncier et immobilier concernant les barrages, 
stations d’épuration, ouvrages de franchissement de cours d’eau (ponts, rectification de berges, dispositifs 
d’érosion...) 
Arrêté départemental du 2 septembre 1986 portant interdiction d’utiliser des eaux naturelles autres que l’eau 
fournie par la REGIDESO 
Code de l’urbanisme du 26 novembre 1958 
Arrêté du 21 décembre 1985 portant sauvegarde du secteur Nord de Kinshasa 
Ordonnance des 28 mai et 28 juin 1959 portant hygiène publique dans les agglomérations 
Arrêté du 6 septembre 1989 portant protection de salubrité des villes 
Code minier du 11 juillet 2002 portant sur les dispositions veillant efficaccement sur la protection de 
l’environnement minier et à la protection de la nature 
Ordonnance no 75/231 du 22 juillet 1975 fixant les attributions du Département de l’Environnement, 
Conservation de la Nature et Tourisme, et abrogé par le Decret no 03/027 du 16 septembre 2003 fixant les 
attributions des Ministères  
Décret du 26 novembre 1958 sur la concervation de la nature et l’utilisation des sols 
Ordonnance no 50/445 du 21 août 1959 relative aux règles auxquelles doivent se conformer les commissions 
provinciales des sols 
Ordonnance no 74/148 du 2 juillet 1974 portant mesures d’exécution de la loi foncière prise dans le cadre de la 
lutte contre la dégradation des terres en milieu urbain issue des constructions anarchiques 
Ordonnance loi no 69-041 du 22 août 1969 régissant le secteur spécifique de la conservation de la nature 
Décret du 2/07/98 sur l’organisation territoriale et administrative relative aux entités 
Décret du 16/09/03 sur les attributions du Ministère de l’Environnement, de la Santé et des Travaux Publics 
Ordonnance du 14/02/81 sur la création du Comité National d’Action/Eau et Assainissement 
Arrivée Départ du 17/02/81 sur la création du Service National d’Assainissement 
Ordonnance du 19/03/82 sur le cadre organique des Services de l’Etat/Assainissement 
Ordonnance du 10/05/29 sur la création de la Direction technique des travaux d’hygiène dans chaque chef-lieu
Ordonnance du 12/07/75 sur les attributions du Ministère de l’Environnement 
Ordonnance du 22/07/75 sur la création d’un comité interdépartemental pour l’environnement 
Ordonnance du 22/07/75 sur la création d’un comité interministériel pour l’environnement 
Ordonnance du 22/07/77 sur le transfert de directions et services au Ministère de l’Environnement 
Décret du 18/03/77 sur la création et organisation du Réseau National pour l’Information Environnementale 
Ordonnance du 5/05 78 sur la création de l’Institut pour la Conservation de la Nature 
Ordonnance du 25/06/98 sur la création d’un Centre National d’Information sur l’Environnement 
Ordonnance du 21/05/52 sur la pollution des sources, nappes aquifères et usage de l’eau 
Ordonnance du 21/12//52 sur la protection des sources, nappes aquifères et usage de l’eau 
Décret du 26/11/58 sur la conservation et utilisation des sols 
Ordonnance du 12/02/53 sur les établissements dangereux, insalubres et incommodes 
Convention Internationale du 8/12/33 sur la conservation de la faune et de la flore à l’état sauvage Londres 
Convention Internationale du 14/01/36 sur la conservation de la faune et de la flore à l’état sauvage Londres 
Convention Internationale du 15/09/68 sur la conservation de la nature et des ressources naturelles. Alger 
Ordonnance du 22/08/69 sur la conservation de la nature 
Convention Internationale du 4/06/94 sur la diversité biologique. Rio de Janeiro 
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